


 明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
 

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

本
市
は
昨
年
市
制
施
行
五
周
年
の
節

目
を
迎
え
、
こ
の
地
が
古
代
か
ら
中
世

に
か
け
甲
斐
の
国
の
政
治
･
文
化
の
中

心
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
甲
斐
国

千
年
の
都
」
を
宣
言
い
た
し
ま
し
た
。

先
人
の
築
い
た
歴
史
を
礎
に
、
新
た
な

る
歴
史
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
築
い
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
 

さ
て
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
少
子
高
齢
化
、
地
球
規
模
で
の

温
暖
化
、
依
然
低
迷
す
る
経
済
状
況
や

雇
用
不
安
な
ど
か
つ
て
な
い
状
況
に
直

面
し
、
よ
り
一
層
の
変
革
を
求
め
ら
れ

る
時
代
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
柱
と
し
、「
み
ん
な
で
奏
で
る
 

 

”に
ぎ
わ
い
・
や
す
ら
ぎ
・
き
ら
め
き
“
 

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
将
来
像
に
掲
げ
た

第
一
次
笛
吹
市
総
合
計
画
「
ふ
え
ふ
き

協
奏
曲
第
1
番
」
に
基
づ
き
、
行
財
政

改
革
を
進
め
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
幾
多
の
施
策

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
 

本
年
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴
史
、
文

化
施
設
な
ど
多
様
な
資
源
を
生
か
し
つ 

つ
、
湯
量
豊
富
な
石
和
温
泉
・
春
日
居

温
泉
の
魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
の
た 

め
、
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、

テ
ー
マ
型
広
域
観
光
モ
デ
ル
ル
ー
ト
の

開
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
農
業
振

興
に
お
い
て
は
、
遊
休
農
地
の
有
効
活

用
や
先
進
的
農
業
者
育
成
な
ど
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
農
業
振
興
行
動
計
画

に
基
づ
く
施
策
に
取
り
組
み
、
一
戸
あ

た
り
の
生
産
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。「
笛
吹
ブ
ラ
ン
ド
」
の
さ
ら
な

る
確
立
に
向
け
、
積
極
的
に
国
内
外
へ

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
「
日
本
一

の
桃
、ぶ
ど
う
の
郷
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
、 

『
に
ぎ
わ
い
』
の
あ
る
実
り
多
い
産
業 

と
、人
々
が
集
う
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

ま
た
、「
可
燃
ご
み
53
パ
ー
セ
ン
ト

減
量
」
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
方

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
く
中
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
行
 

い
、
現
時
点
に
お
け
る
基
準
年
対
比
29

パ
ー
セ
ン
ト
強
の
ご
み
減
量
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ま
の
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

目
標
達
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
取
り

組
み
、
安
全
安
心
な
暮
ら
し
と
快
適
な

生
活
環
境
づ
く
り
、
住
み
よ
い
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
、『
や
す
ら
ぎ
』

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
 

そ
し
て
、
笛
吹
市
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
の
具
現
化
を
目
指
し
、
昨
年
「
笛
吹

教
育
元
年
」
と
し
て
「
現
場
か
ら
の
教

育
改
革
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
笛
吹
」

を
開
催
し
、
現
場
発
信
型
の
活
発
な
ご

議
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
 

「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
と
い
う

基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、『
き
ら
め
き
』

の
あ
る
個
性
輝
く
人
々
が
育
ち
、
活
躍

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
視
点
に
立
っ
 

た
、
き
め
細
や
か
な
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
と

の
協
働
に
よ
り
、「
安
心
安
全
で
、
心

豊
か
に
人
々
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」
、「
こ

こ
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

ま
ち
」
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
年
も
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ま
す
ま

す
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
 

げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
 

す
。
 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
 

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
満

ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ

り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、
温
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題

に
端
を
発
し
た
世
界
的
金
融
・
経
済
危

機
は
、
依
然
と
し
て
地
方
の
経
済
や
雇

用
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

景
気
浮
揚
の
た
め
、
緊
急
経
済
対
策
な

ど
の
諸
事
業
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

長
引
く
景
気
低
迷
に
よ
り
、
地
方
財
政

は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
 

た
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
も

急
激
な
少
子
高
齢
化
、
環
境
問
題
の
深

刻
化
や
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、
極
め
て
厳
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
市
に

お
き
ま
し
て
は
「
み
ん
な
で
奏
で
る
 

 

”に
ぎ
わ
い
・
や
す
ら
ぎ
・
き
ら
め
き
“
 

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
将
来
像
と
し
た
、

第
一
次
笛
吹
市
総
合
計
画
に
沿
っ
た
、

す
べ
て
の
市
民
が
豊
か
で
、
健
や
か
 

に
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
活
力
の

あ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
産
業
・
経
済
、

福
祉
・
保
健
、
教
育
・
文
化
の
各
事
業

の
推
進
と
、
一
層
の
行
財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
本
市
の
財
産
で
あ
る
緑
豊
か

な
自
然
を
大
切
に
し
て
、
地
域
産
業
と

連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な

り
地
域
の
問
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組

む
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、「
こ

こ
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る

ま
ち
」
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

昨
年
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行

わ
れ
、
民
主
党
を
中
心
と
す
る
新
政
権

が
誕
生
し
、
国
の
官
僚
に
依
存
し
た
政

治
シ
ス
テ
ム
や
政
策
の
見
直
し
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
政
権
公
 

約
）に
掲
げ
ら
れ
た
「
地
域
主
権
の
確
立
」

で
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
を
一
括
交
付

金
へ
、
ま
た
、
国
が
地
方
自
治
体
の
業

務
を
法
令
で
規
制
す
る
義
務
付
け
・
枠

付
け
等
の
見
直
し
に
よ
り
、
地
方
に
財
 

源
・
権
限
を
移
譲
し
、
地
方
自
治
体
の

政
策
の
自
由
度
を
高
め
、
自
治
体
自
ら

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
展
開
で
き
る
よ
う
に
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
地
方
分
権
が
進
む
と
、

自
治
体
や
議
会
の
責
任
や
役
割
は
よ
り

一
層
重
く
な
り
、
そ
の
力
量
が
問
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
生
活
向
上
の
た
め
、
そ
の

期
待
と
責
任
を
強
く
感
じ
、
本
市
の
発

展
の
た
め
に
議
員
一
同
さ
ら
な
る
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

ま
た
昨
年
は
、
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
議
員
の
政
治
倫
理
の
確
立
を
図
 

り
、
議
員
自
ら
が
清
潔
で
信
頼
さ
れ
る

議
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
議
会
議
員

政
治
倫
理
規
程
を
策
定
い
た
し
ま
し
 

た
。
本
年
も
引
き
続
き
議
会
改
革
を
進
 

め
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
努
力

を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
の
一
年
が
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
 

【
背
景
写
真
】
 

新
道
峠
（
芦
川
町
）
か
ら
富
士
山
を
望
 

む
 

 



笛
吹
こ
ど
も
議
会
委
員（
敬
称
略
）

 　
天
野
　
裕
太（
八
代
小
　
6
年
）
 

　
高
野
　
宏
斗（
八
代
小
　
6
年
）
 

　
竜
沢
　
美
希（
八
代
小
　
6
年
）
 

　
仲
村
真
里
菜（
八
代
小
　
6
年
）
 

　
霜
村
　
早
紀（
芦
川
小
　
6
年
）
 

　
芦
澤
　
花
音（
芦
川
小
　
6
年
）
 

　
北
川
　
　
奏（
芦
川
小
　
5
年
）
 

　
野
澤
　
陽
彩（
芦
川
小
　
5
年
）
 

　
楠
　
　
竜
童（
境
川
小
　
6
年
）
 

　
向
山
　
　
慶（
境
川
小
　
6
年
）
 

　
石
原
　
由
大（
境
川
小
　
5
年
）
 

　
三
枝
　
風
花（
境
川
小
　
6
年
）
 

　
千
葉
穂
乃
花（
春
日
居
小
6
年
）
 

　
飯
島
　
　
輝（
春
日
居
小
6
年
）
 

　
西
山
え
み
り（
春
日
居
小
6
年
）
 

　
三
枝
　
慎
弥（
春
日
居
小
6
年
）
 

　
伊
原
　
一
生（
浅
川
中
　
3
年
）
 

　
永
田
あ
や
ね（
浅
川
中
　
3
年
）
 

　
加
納
　
虹
輝（
浅
川
中
　
2
年
）
 

　
桑
原
　
尚
輝（
浅
川
中
　
2
年
）
 

　
北
川
　
　
廉（
芦
川
中
　
3
年
）
 

　
安
田
あ
と
り（
芦
川
中
　
3
年
）
 

　
北
川
　
　
更（
芦
川
中
　
2
年
）
 

　
五
味
あ
ま
な（
芦
川
中
　
2
年
）
 

　
東
方
　
俊
樹（
春
日
居
中
3
年
）
 

　
堀
内
　
琢
矢（
春
日
居
中
3
年
）
 

　
日
野
原
有
紗（
春
日
居
中
3
年
）
 

　
清
水
ち
さ
と（
春
日
居
中
3
年
）
 

 

１１
月
２６
日
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八
代
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に
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市の鳥　オオルリ 

市の花　バラ 

市の木　桃 

「にぎわい」のあるまちづくり　芦川小（霜村委員）
観光のＰＲが必要だと思う。そのために、市の木・鳥・花のように、
市のイメージキャラクターを作ってＰＲする。 
 
「やすらぎ」のあるまちづくり　春日居小（千葉委員）
駅や小・中学校、市の施設などに、ユニバーサルデザインを積極
的に導入し、誰もが利用しやすくなるように整備する。 
 
「きらめき」のあるまちづくり　八代小（天野委員）
市の特産物である桃やブドウの畑で、地域の人と一緒に参加でき
る農作業体験を実施する。 
また、国際交流を行い外国の文化を学びたいと思うので、子ども
も参加できる国際交流イベントを実施する。 
 
市のまちづくりに関する提案は、こども議会において全会一致で
可決されました。 
市では、今回の提案をできるだけ施策に反映させ、市民と協働に
よるまちづくりを進めていきたいと考えています。 
 

まちづくりについて意見が交わされたこども議会 

こ
ど
も
議
会
委
員
た
ち
は
「
笛
吹
市

施
行
五
周
年 

”私
の
疑
問
、
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
“」
を
テ
ー
マ
に
、
第
一

次
笛
吹
市
総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
 

「
に
ぎ
わ
い
」
・
「
や
す
ら
ぎ
」
・
「
き

ら
め
き
」
の
三
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
に
つ
い
て
、
事
前
に
学
校
ご
と
に
話

し
合
っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
 

主
な
質
問
・
提
案
は
次
の
と
お
り
で
 

す
。
 

 
質
疑
応
答

　 

…
こ
ど
も
議
会
委
員
か
ら
の
質
問
 

　 

…
市
長
か
ら
の
答
弁
 

  
永
田
委
員（
浅
川
中
）

た
く
さ
ん
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
こ
と
で
、
市
の
活
性
化
に
も

な
る
と
思
う
が
、
市
で
は
ど
の
よ
う

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
か
。
 

ま
た
、
新
た
に
私
た
ち
も
参
加
で

き
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
す
る
予
定
は
あ
る
か
。
 

市
で
は
、「
み
さ
か
全
国
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
な
ど
の
全
国
規
模
の

大
会
を
は
じ
め
、
市
民
を
対
象
に
し

た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
、
約
50
の
ス

ポ
ー
ツ
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
い
ず

れ
も
、
地
域
・
世
代
の
垣
根
を
越
え

た
参
加
者
が
交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。
 

ま
た
、
若
者
の
新
し
い
発
想
を
取

り
入
れ
た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
も
、
企
画
し
て
い
き
た
い
。
 

 
 

楠
委
員（
境
川
小
）

市
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。
 

ま
た
、
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
は
。
 

市
で
は
、
平
成
19
年
11
月
に
策
定

し
た
「
笛
吹
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
」
に
基
づ
い
て
、
生
ご
み
か
ら

の
肥
料
の
生
産
、
使
用
済
み
の
食
用

油
か
ら
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
の
製
造

と
利
用
に
試
験
的
に
取
り
組
ん
で
い
 

る
。
 

ま
た
、
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

市
民
や
企
業
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
グ

ル
ー
プ
が
、
公
園
や
河
川
、
道
路
な

ど
の
一
定
の
場
所
を
決
め
て
清
掃
活

動
を
行
う
も
の
で
、
現
在
、
市
全
体

で
19
団
体
、
6
5
6
人
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
参
加
し
て
い
る
。
 

 
北
川（
廉
）委
員（
芦
川
中
）

来
年
、
芦
川
町
に
農
産
物
直
売
所

が
で
き
る
が
、
直
売
所
に
は
ど
の
位

の
観
光
客
が
来
る
と
予
想
し
て
い
る
 

か
。
 

ま
た
、
そ
の
反
面
、
芦
川
の
豊
か

な
自
然
環
境
が
守
ら
れ
る
の
か
心
配

だ
が
、
市
で
は
何
か
対
策
を
考
え
て

い
る
か
。
 

芦
川
農
産
物
直
売
所
へ
の
観
光
客

数
は
、
目
標
と
し
て
、
初
年
度
は
一

年
間
で
直
売
所
施
設
に
約
1
万
5
0
 

0
0
人
、
加
工
施
設
に
約
5
5
0
 

人
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
1
万
8
0
0
 

人
、
合
計
で
2
万
6
3
5
0
人
を
見

込
ん
で
い
る
。
 

ま
た
、
芦
川
の
自
然
保
護
に
つ
い

て
は
、
古
民
家
や
石
積
み
風
景
、
農

山
村
風
景
な
ど
を
保
存
す
る
た
め
、

景
観
条
例
の
制
定
に
取
り
組
ん
で
い
 

る
。
今
後
多
く
の
観
光
客
が
見
込
ま

れ
る
の
で
、「
ご
み
捨
て
禁
止
」
な

ど
の
看
板
も
設
置
し
た
い
。
 

  
東
方
委
員（
春
日
居
中
）

市
全
体
で
行
っ
て
い
る
環
境
美
化

活
動
は
あ
る
か
。
ま
た
、
体
験
活
動

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
で
多
く
の
人
と
ふ

れ
あ
う
機
会
は
あ
る
か
。
 

市
民
主
導
の
環
境
美
化
を
目
指
し
 

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、
各

地
域
や
企
業
の
グ
ル
ー
プ
、
各
学
校

な
ど
で
自
主
的
に
環
境
美
化
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。
 

ま
た
、
市
内
の
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
、
こ
ど
も
講
座
と
し
て
「
工
作

教
室
」
や
「
料
理
教
室
」
な
ど
を
開

催
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
講
座
は
、

文
化
協
会
の
方
た
ち
や
、
地
域
の
高

齢
者
な
ど
が
講
師
と
な
り
、
地
域
の

人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
き
っ
か
け
作
り

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
 



日　　程 場　　　　所 時　　　　間 

2月22日（月） 
 

2月25日（木） 
26日（金） 

3月　1日（月） 
2日（火） 

山梨市役所　西棟203号室 

甲州市民文化会館　2階大会議室 

笛吹市役所南館　1階大会議室　 

午前10時～12時 
（受付は午前11時30分まで） 

 
午後1時～4時 

（受付は午後3時30分まで） 

日　　程 場　　　　所 時　　　　間 
2月　8日（月） 
10日（水） 

甲府市総合市民会館　1階多目的室 
午前10時～午後4時 

（受付は午後3時30分まで） 

旧山梨 
市役所 

税
務
署
 

コ
ン
ビ
ニ
 

〒 

山　梨 
市役所 

申 告 書 
作成会場 

加
納
岩
 

山梨市駅 至甲府 

万力大橋 

笛
 
吹
　
川
 

N

市役所南 

日　　程 場　　　　所 時　　　　間 

2月3日（水） 

2月5日（金） 

2月9日（火） 

山梨市民会館　4階大会議室 

甲州市民文化会館　2階大会議室 

スコレーセンター　1階集会室 

 

午前10時～12時 
（受付は午前11時30分まで） 

 
午後1時～4時 

（受付は午後3時30分まで） 

確
定
申
告
は
、
忘
れ
ず
に
正
し
く
申

告
し
ま
し
ょ
う
。
 

   
○
所
得
税
 

2
月
16
日（
火
）〜
3
月
15
日（
月
）
 

※
還
付
申
告
の
方
は
、
1
月
4
日（
月
）

か
ら
申
告
書
を
提
出
で
き
ま
す
。
 

○
贈
与
税
 

2
月
1
日（
月
）〜
3
月
15
日（
月
）
 

  

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方
消
費

税
 

1
月
4
日（
月
）〜
3
月
31
日（
水
）
 

※
い
ず
れ
も
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
　
 

※
申
告
書
は
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
や
郵
便
ま
た

は
信
書
便
に
よ
る
送
付
、
税
務
署
の

時
間
外
文
書
収
受
箱
に
投
函
す
る
こ

と
で
提
出
で
き
ま
す
。
　
　
 

ま
た
、
2
月
21
日（
日
）・
28
日（
日
）

に
限
り
、
甲
府
税
務
署
で
電
話
相
談

の
み
お
受
け
し
ま
す
。
 

○
甲
府
税
務
署
 

☎
0
5
5（
2
3
3
）3
1
1
1

■
申
告
書
の
作
成
 

申
告
書
作
成
会
場
は
大
変
込
み
合

い
ま
す
。
確
定
申
告
書
は
、「
手
引
 

き
」
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
ご
自
身

で
作
成
し
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

な
お
、
確
定
申
告
書
を
手
書
き
で

作
成
す
る
場
合
は
、
枠
内
に
丁
寧
に

記
載
し
、
集
計
・
計
算
誤
り
が
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

 

■
所
得
税
の
納
税
証
明
書
の
請
求
 

平
成
21
年
分
の
納
税
証
明
書
の
交

付
は
、
提
出
さ
れ
た
申
告
書
を
も
と

に
発
行
し
ま
す
の
で
、
早
急
に
必
要

な
方
は
、
申
告
書
提
出
時
に
、
納
税

証
明
書
の
交
付
を
希
望
す
る
こ
と
を

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

申
告
書
の
提
出
後
に
納
税
証
明
書

を
申
請
さ
れ
た
場
合
、
交
付
ま
で
に

相
当
な
期
間（
4
月
中
旬
頃
交
付
見

込
み
）が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
 

 

■
住
民
税
に
関
す
る
欄
の
記
入
 

確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
方
は
、

個
人
住
民
税
の
申
告
書
も
提
出
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
が
、
所
得
税

と
個
人
住
民
税
で
は
制
度
上
の
違
い

が
あ
り
ま
す
の
で
、
確
定
申
告
書
の
 

「
住
民
税
に
関
す
る
事
項
欄
」
に
も
、

該
当
す
る
方
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
 

■
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設
 

2
月
1
日
（
月
）
か
ら
3
月
15
日
 

（
月
）ま
で
、
確
定
申
告
に
関
す
る
相

談
に
お
答
え
す
る
「
確
定
申
告
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
す
。
 

（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）
 

相
談
内
容
は
、
所
得
税
、
個
人
事

業
者
の
消
費
税
、
贈
与
税
に
関
す
る

ご
相
談
の
ほ
か
、
相
談
会
場
の
所
在

地
や
開
設
期
間
な
ど
で
す
。
 

税
務
署
に
電
話
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
場
合
は
、
自
動
音
声
案
内
後
、

税
務
相
談
に
つ
い
て
は
税
理
士
が
お

答
え
し
ま
す
。
 

■
ニ
セ
税
理
士
に
ご
注
意
を
 

税
理
士
資
格
の
な
い
者
が
、
税
理

士
業
務
を
行
う
こ
と
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
税
金
に
つ
い
て
の

相
談
や
申
告
書
の
作
成
は
、
必
ず
資

格
を
持
っ
て
い
る
税
理
士
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。
 

■
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
 

納
税
に
は
、
口
座
振
替
が
安
心
・

便
利
で
す
。
新
た
に
口
座
振
替
を
希

望
す
る
場
合
に
は
、
申
告
期
限
ま
で

に
預
貯
金
先
の
金
融
機
関
ま
た
は
税

務
署
へ
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
 

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

■
問
合
せ
先
 

山
梨
税
務
署
 

☎
0
5
5
3（
2
2
）1
4
1
1

平
成
２１
年
分
申
告
の
相
談
、
申
 

告
書
の
提
出
・
納
付
期
間
 

申告書の作成は便利な「確定申告書等作成コーナー」で！！ 
 
○国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って金額などを入力
すれば、税額などが自動計算され、所得税、消費税の申告書や青色決算書などを作成できます。
作成した申告書等は、プリンタを使って印刷した「書面」により、税務署に提出できます。 
【国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp】 
 
○「確定申告書等作成コーナー」では、電子申告（e-Tax）もできます。その場合、「最高5000円の
税額控除」、「添付書類の提出を省略」、「還付金を早めに受け取れる」というメリットがあります。 
ただし、e-Taxを利用するには、開始届出書の提出、電子証明書の取得、ICカードリーダライタ
購入などの事前準備が必要です。 

■日時　2月1日（月）～ 3月31日（水）（土・日、
祝日を除く）  

　　　　午前9時～午後5時  
■場所　夢わーく山梨（勤労者福祉センター）

（山梨市上神内川1348）  
※期間中、税務署には申告書の作成会場はあ 
　りません。 

ご利用の際は、税務署から送られた申告書や収支内訳書のほか、前年申告した控、源泉徴収票、各
種控除の証明書、印かんなどを忘れずにお持ちください。 
 
　年金受給者への申告指導相談会 
確定申告書の作成方法等の不明な点について、税理士がお答えします。（事業・農業所得および土地・
建物・株式などの譲渡所得のある方を除く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
　税理士会による小規模納税者の方などのための無料申告相談 
相談は、小規模納税者の所得税・消費税、年金受給者や給与所得者の所得税の申告が対象です。（土

地・建物・株式などの譲渡所得のある方を除く） 
 
 
 
 
 
 
 
 
　税理士会が行う年金・医療費還付申告指導 
 
 
 
 
※混雑状況により、早めに受付を締め切る場合があります。 
※譲渡所得のある方や税理士に依頼している方はご遠慮ください。 



11
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で
、
市
内
の

6
会
場
で
、「
市
の
財
政
状
況
」
、「
大

型
施
設
整
備
構
想
」
、「
都
市
計
画
税
」

を
テ
ー
マ
に
市
民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

延
べ
4
0
0
人
の
市
民
が
参
加
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
意
見
や
質
問
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

    「
市
の
借
金
が
5
年
後
、
10
年
後
に

増
え
て
い
る
か
、
減
っ
て
い
る
か
」
と

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
市
か
ら
は
、

「
現
在
計
画
し
て
い
る
事
業
を
す
べ
て

実
施
し
た
場
合
、
10
年
後
は
今
の
借
金

の
額
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
」
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
税
金
の
収
納

率
が
低
い
こ
と
に
対
す
る
市
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
の
質
問
に
は
、「
平
成

18
年
度
に
収
税
課
を
設
置
し
、
悪
質
滞

納
者
に
は
、
差
押
え
を
行
い
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
 

    各
会
場
で
、
多
目
的
ホ
ー
ル
建
設
事

業
に
関
連
す
る
意
見
や
質
問
が
数
多
く

あ
り
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
反
対
意
見
と
し
て
は
、
主
に

「
維
持
管
理
費
に
相
当
の
費
用
が
見
込

ま
れ
、
自
治
体
の
お
荷
物
に
な
る
」
や

「
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
い
ず
れ
は

返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
合
併
特
例

債
を
利
用
し
て
ま
で
箱
モ
ノ
を
造
ら
な

く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。
 

賛
成
意
見
と
し
て
は
、「
市
民
の
一

体
感
醸
成
に
役
立
つ
」
、「
維
持
費
が

か
か
っ
て
も
そ
れ
を
上
回
る
経
済
効
果

の
あ
る
施
設
を
造
っ
て
ほ
し
い
」
、「
大

勢
の
意
見
を
聞
き
、
市
民
中
心
で
進
め

て
ほ
し
い
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
 

こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
賛
否
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
市
か
ら
は
、「
市

民
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
市
民
が
参
加
す
る

検
討
委
員
会
な
ど
設
置
し
て
検
討
を
す

る
予
定
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
 

    都
市
計
画
税
は
、
都
市
公
園
の
整
 

備
・
街
路
等
の
整
備
・
公
共
下
水
道
事

業
な
ど
に
充
当
す
る
目
的
税
で
、
合
併

特
例
法
の
不
均
一
課
税
の
規
定
に
基
づ

き
、
石
和
町
地
域
の
み
に
課
税
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
 

特
例
措
置
は
、
合
併
後
5
年
間
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
都
市
計
画
税
の
取
り
扱

い
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
、
市
か
ら

見
直
し
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
者
か
ら
は
、「
都
市
計
画
税
の

充
当
先
で
あ
る
下
水
道
事
業
の
進
捗
状

況
は
」
、「
平
均
的
課
税
額
は
」
な
ど

の
質
問
や
「
滞
納
解
消
へ
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
欲
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
 

今
後
も
、
大
型
施
設
整
備
構
想
の
検

討
状
況
や
都
市
計
画
税
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
 

山
梨
税
務
連
絡
懇
話
会
の
主
催
に
よ

り
、
租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
税
に
対

す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
小
学
校
5
・
6
年
生
を
対
象
に
 

「
税
を
考
え
る
書
道
展
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

入
賞
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
 

■
日
程
・
場
所

○
1
月
12
日（
火
）ま
で
 

山
梨
中
央
銀
行
石
和
支
店
 

○
2
月
12
日（
金
）〜
25
日（
木
）
 

学
び
の
杜
み
さ
か
 

 
■
問
合
せ
先

（社）
山
梨
法
人
会
 

☎
0
5
5
3（
2
3
）2
5
4
1

第
9
回
税
を
考
え 

る
書
道
展 

所
得
税
法
や
地
方
税
法
に
よ
り
、
所

得
申
告
す
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
な

ど
が
障
が
い
者
の
場
合
、
障
が
い
者
控

除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

 
■
対
象

○
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
 

○
満
65
歳
以
上
で
、
常
に
寝
た
き
り
で

複
雑
な
介
護
を
要
す
る
方
 

○
身
体
障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害
者
に

準
ず
る
も
の
と
し
て
、
市
長
な
ど
の

認
定
を
受
け
て
い
る
方
 

 
対
象
者
は
、
平
成
21
年
12
月
31
日

現
在
、
障
が
い
を
お
持
ち
だ
と
認
め

ら
れ
る
方
で
す
。
 

申
請
者
が
控
除
対
象
に
該
当
す
る

場
合
、
市
で
は
、「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
を
交
付
し
ま
す
。
 

 
※
確
定
申
告
の
際
、
交
付
さ
れ
た
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
提
出

し
な
い
と
控
除
は
受
け
ら
れ
ま
せ
 

ん
。
 

な
お
、
現
在
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
は
、「
障
害
者
手
帳
」
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

  
平
成
22
年
1
月
以
降
に
、
新
た
に

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

を
交
付
さ
れ
る
方
で
、
平
成
21
年
12

月
31
日
現
在
、
障
が
い
を
お
持
ち
だ

と
判
断
で
き
る
満
65
歳
以
上
の
方
に
、

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

交
付
し
ま
す
。
 

　
た
だ
し
、
申
請
が
必
要
で
す
。
 

 
■
申
請
方
法

福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

■
持
ち
物

○
平
成
22
年
1
月
以
降
に
新
た
に
発
行

さ
れ
た
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
 

○
印
か
ん
 

※
手
帳
申
請
時
の
診
断
書
・
意
見
書
な

ど
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
認
定
書
を

交
付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
 

 ■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
福
祉
総
務
課
 

障
害
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）1
2
7
1
 

    介
護
保
険
で
要
介
護
認
定
な
ど
を
受

け
て
い
る
方
は
、
認
定
内
容
に
よ
り
、

確
定
申
告
の
際
に
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
 

す
。
 

 ■
申
請
方
法

介
護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
各
受

付
場
所
に
あ
り
ま
す
。
 

 

■
持
ち
物
 
 
印
か
ん
 

 ※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、
必

ず
し
も
障
が
い
者
控
除
の
対
象
に
な

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
 

 ■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
介
護
保
険
課
 

認
定
審
査
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
3

荻野市長から市政報告 

意見を述べる参加者 

展示される入賞作品 



こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
、
空
気
が

乾
燥
し
強
風
が
吹
く
な
ど
、
山
火
事
が

起
き
や
す
い
気
象
状
況
が
続
き
ま
す
。
 

山
林
に
は
燃
え
や
す
い
落
葉
や
枯
草

が
多
い
の
で
、
火
災
が
発
生
す
る
と
、

大
き
な
被
害
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
 

地
域
一
体
と
な
っ
て
の
山
火
事
予
防

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

○
枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
場
所
で
は
た
き
火
は
し
な
い
 

○
火
気
の
使
用
後
、
そ
の
場
所
を
離
れ

る
と
き
は
完
全
に
消
火
し
た
こ
と
を

確
認
す
る
 

○
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
・

火
入
れ
を
し
な
い
 

○
火
入
れ
を
行
う
際
は
、
必
ず
許
可
を

受
け
る
 

○
喫
煙
は
指
定
場
所
で
行
い
、
吸
い
が

ら
は
必
ず
火
を
消
す
と
と
も
に
、
投

げ
捨
て
な
い
、
森
林
内
で
の
喫
煙
は

控
え
る
 

○
火
遊
び
は
し
な
い
・
さ
せ
な
い
 

■
問
合
せ
先

産
業
観
光
部
　
農
林
振
興
課
 

農
林
経
営
担
当
 

0
5
5

2
6
2

4
1
1
1

最優秀作品が掲載されたポスター 

平成20年12月に発生した大蔵経寺山火災 

11
月
5
日
、
市
消
防
本
部
で

防
火

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク

ー
ル
は
、
防
火
意
識
の
高
揚
を
目
的
 

に
、
全
国
秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

市
内
小
学
校
児
童
か
ら
1
1
4
点
の

応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
防
火
ポ

ス
タ
ー
の
部
に
25
人
、
防
火
図
画
の
部

に
8
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。
上
位
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

敬
称
略

 

■
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
部

○
最
優
秀
賞
 

關
本
　
愛

石
和
東
小
4
年

 

○
消
防
長
賞
 

手
塚
登
和

石
和
西
小
3
年

 

○
審
査
員
特
別
賞
 

穐
山
あ
か
り

富
士
見
小
4
年

 

■
防
火
図
画
の
部

○
最
優
秀
賞
 

川
部
隼
平

境
川
小
2
年

 

○
消
防
署
長
賞
 

武
井
み
な
子

一
宮
西
小
1
年

 

11
月
22
日
、
境
川
総
合
会
館
で

笛

吹
市
小
学
生
・
中
学
生
俳
句
会

の
表

彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

全
国
の
小
・
中
学
校
の
児
童
や
生
徒

2
万
2
2
8
6
人
か
ら
作
品
が
寄
せ
ら

れ
、
作
品
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る

2
4
4
8
句
を
俳
句
結
社

白
露

が

選
び
、
主
宰
の
廣
瀬
直
人
氏
に
よ
り
入

賞
・
入
選
作
品
95
句
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

13
回
目
と
な
る
今
回
は
、

第
24
回

国
民
文
化
祭
・
し
ず
お
か
2
0
0
9

 

の
協
賛
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
、
初
め

て
海
外

カ
ン
ボ
ジ
ア

か
ら
の
投
句
も

あ
り
ま
し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

敬
称
 

略
。
特
選
・
秀
作
は
市
内
児
童
・
生
徒

の
み

。
 

■
小
学
校
の
部
  

○
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
 

横
田
美
優

東
京
都
大
田
区
立
入
新
 

井
第
一
小
1
年

 

べ
ら
ん
だ
で
せ
み
を
に
が
し
た
お
 

か
あ
さ
ん

 

○
山
梨
県
知
事
賞
 

青
木
　
暉

神
奈
川
県
横
浜
市
立
西

本
郷
小
6
年

 

○
山
梨
県
議
会
議
長
賞
 

渡
邉
未
来

境
川
小
6
年

 

○
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞
 

宮
澤
　
源

境
川
小
1
年

 

○
山
梨
県
立
文
学
館
長
賞
 

宮
口
　
遥
 

富
山
県
高
岡
市
立
伏
木
小
3
年

 

○
笛
吹
市
長
賞
 

平
野
里
穂
 

静
岡
県
磐
田
市
立
竜
洋
西
小
6
年

 

○
笛
吹
市
議
会
議
長
賞
 

藤
田
ひ
な
の
 

静
岡
県
袋
井
市
立
浅
羽
南
小
6
年

 

○
笛
吹
市
教
育
委
員
長
賞
 

小
久
保
茉
央
 

東
京
都
渋
谷
区
立
神
宮
前
小
2
年

 

○
特
選
 

長
田
優
哉

御
坂
西
小
2
年

 

○
秀
作
 

堀
内
　
岳

御
坂
西
小
6
年

 

上
野
弘
祐

八
代
小
1
年

 

渡
邊
俊
希

境
川
小
1
年

 

○
学
校
賞
　
境
川
小
  

  

■
中
学
校
の
部
 

○
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞
 

望
月
ほ
の
か

身
延
中
2
年

 

は
じ
ま
れ
り
桜
吹
雪
と
決
勝
戦

 

○
山
梨
県
知
事
賞
 

須
田
玲
菜
 

神
奈
川
県
横
浜
市
立
吉
田
中
3
年

 

○
山
梨
県
議
会
議
長
賞
 

井
上
佳
奈
 

静
岡
県
浜
松
市
立
富
塚
中
3
年

 

○
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞
 

大
森
公
太

山
梨
大
学
教
育
人
間
科

学
部
附
属
中
3
年

 

○
山
梨
県
立
文
学
館
長
賞
 

藤
田
楓
加

身
延
中
3
年

 

○
笛
吹
市
長
賞
 

藤
野
　
愛

東
京
都
八
王
子
市
立
南

大
沢
中
3
年

 

○
笛
吹
市
議
会
議
長
賞
 

栗
木
万
里
奈
 

愛
媛
県
松
山
市
立
道
後
中
1
年

 

○
笛
吹
市
教
育
委
員
長
賞
 

石
口
氷
雅
 

東
京
都
大
田
区
立
糀
谷
中
3
年

 

○
特
選
 

廣
瀬
優
作

一
宮
中
3
年

 

○
秀
作
 

宮
本
花
実

春
日
居
中
1
年

 

秋
山
堅
斗

春
日
居
中
3
年

 

手
塚
悠
太

春
日
居
中
3
年

 

片
桐
　
優

石
和
中
3
年

 

斉
藤
洸
希

浅
川
中
3
年

 

水
谷
歩
美

芦
川
中
3
年

 

○
学
校
賞
　
身
延
中
 

春
日
居
町
桑
戸
区
が
所
蔵
す
る
木
造

五
大
明
王
像

通
称
 
桑
戸
五
大
明
王
像

が
、
東
京
国
立
博
物
館
で
展
示
さ
れ
ま

す
。
 

こ
の
像
は
、
12
世
紀
後
半
に
、
ヒ
ノ

キ
材
を
使
い
主
な
部
分
を
一
本
の
木
か

ら
く
り
抜
い
て
彫
ら
れ
ま
し
た
。
山
梨

県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

木
造
五
大
明
王
像
は
、
桑
戸
区
を
災

害
か
ら
守
る
明
王
と
し
て
信
仰
を
集
め

て
い
ま
す
。
 

 ■
期
間

1
月
19
日

火

～
4
月
18
日

日

 

○
休
館
日
　
月
曜
日
 

■
場
所

東
京
国
立
博
物
館
本
館
1
階
⑪
展
示

室

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
13

9

 

■
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
文
化
財
課
 

0
5
5

2
6
1

3
3
4
2

小学生の部文部科学大臣奨励賞を受賞した横田さん 

桑戸五大明王像 



同軸コネクタ

■定員　700人・・・参加費　1人3,000円（甲冑代・お弁当・記念品・記念写真・保険料） 
　　　　※今回から市民の参加も有料となります。 
　　　　（1） 武田軍 ①10人以上14人以内 × 全24隊 
  ②本陣隊10数名（本陣隊鎧着用） 
  ③お姫様隊2～4人（湖衣姫のお側役） 
 武田本陣隊・お姫様隊は、本陣を守る役のため敵陣へ攻め入ることはできません。 
　　　　（2） 上杉軍　10人以上20人以内 × 全28隊 
　　　　※必ずしも希望の軍・隊になれるとは限りませんのでご承知おきください。 

■特別参加者
　　　　（1）上杉謙信公役（上杉軍大将）1人・・・参加費　50,000円 
 （市特産品などお土産あり） 
 シナリオに応じて単独で演じていただく場面があります。 
　　　　（2） 安養院（上杉謙信公の側近）1人・・・参加費　5,000円 
　　　　※なお、応募多数の場合は、抽選となります。 
 

笛吹市桃の花まつりのメインイベントとして、戦国時代の合戦を
再現した「川中島合戦戦国絵巻」を開催します。参加型の体験イ
ベントとなっており、参加者が鎧を着用し、史実に基づいたシナリオ
に沿って、武田軍、上杉軍に分かれ合戦を繰り広げます。 

笛吹市は「桃・ぶどう日本一と温泉の郷」として農業や観光、温泉などで知られていますが、その
ほかにもさまざまなものが市内で作られていることをご存知ですか。 
このコーナーでは、市内の製造業にスポットを当ててシリーズでご紹介します。 

昭和28年東京都で創業し、昭和45年に工場を
新設しました。電子回路や光通
信用の配線を接続する通信機コ
ネクタや同軸コネクタを使った
二次製品に力を注いでいます。
近年は、携帯電話などの移動体基地局用の方向
性結合器・分配器などに取り組んでいます。 
 
ISO 9001・14001を取得し、品質や環境に配慮
した改善、さらに汚染の予防を図り、より豊か
な人間社会実現に貢献します。 

昭和30年創業以来、住宅からビルに至るまで
の各種壁材料の製造・販売を
行っています。特にオリジナ
リティの高い商品を製造し、
山梨県立フラワーパーク・山
梨県立博物館など、全国各地
の有名プロジェクトに使用されています。 
 
美しい壁材、快適空間、安心・安全をモット
ーに製品開発を行っています。また、地球温暖
化防止に役立つ壁材・床材も製造しています。 

■問合せ先　産業観光部　観光商工課　商工労働担当　☎ 055（262）4111

昭和34年に創業し、平成3年に山梨市から坪井
工業団地に移りました。今年創業50周年を迎え
ます。 
時計から家電、自動車など、さまざまな業種
の精密プレス金型製作とプレス加工を行ってお 
り、コラート松下（タイ）と共に「チャレンジ」し
続ける企業として頑張っています。 
 
今後も、創業の精神を忘れず、「明るく・楽
しく・元気に」皆さんから信頼され、愛され、
地域に貢献できる企業を目指します。 

鹿児島に本社を持つ本坊酒造が、洋酒製造の
拠点として昭和35年に設立しました。世
界に通じるワインを目指し、「芳醇（ほ
うじゅん）な味わいと優雅な香りのハー
モニー」をテーマに、山梨の土壌が育む
ブドウでつくる高品質ワインの生産に尽
力しています。 
  
「地域文化の継承と革新」―酒文化の担い手
として、世界基準を見据え、誠実かつ独創性の
ある商品づくりに努めます。 

■申込方法 
①申込書に「参加者全員の氏名・生年月日・住所・電
話番号」を記入して、ファックス・電子メール・郵送の
いずれかでお申し込みください。 
②申込後、笛吹市観光物産連盟へ必ずご連絡いただき、
申込書が届いたかどうかをご確認ください。 
（平日午前8時30分～午後5時30分） 
③後日、参加費の入金が確認できた時点で、申込完了
となります。 
■受付期間　1月12日（火）～2月26日（金）  
　※ただし、定員になり次第締切になります。 
■申込・問合せ先　
　〒406-8510 笛吹市石和町市部777  
　笛吹市観光物産連盟（観光商工課内） 
☎055（261）2829　FAX 055（262）8507 
電子メール kassen@city.fuefuki.lg.jp

■日程　４月18日（日） 
■場所　市役所本庁舎前笛吹川河川敷 
■参加条件・人数　合戦に参加可能で健康な高校生以上の方 
　　　　　　　　1グループ10人以上20人以内 
※各グループで大将1人、副将1人となり、大将、副将甲冑を着る
事ができます。1人や2人など個人の参加も可能ですが、その場
合は混合グループになっていただきます。 



C ・ I ・ T ・ Y F U E F U K I  

市
内
に
は
、
古
墳
が
非
常
に
多
く
残
っ
て
お
り
、

「
笛
吹
市
探
訪
」
シ
リ
ー
ズ
で
も
、
こ
れ
ま
で
何
度

か
ご
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
春
日
居
町

に
あ
る
寺
の
前
一
号
墳
と
狐
塚
古
墳
を
取
り
上
げ

ま
す
。
 

春
日
居
町
に
は
大
蔵
経
寺（
だ
い
ぞ
う
き
ょ
う
じ
）

山
と
吾
妻
屋（
あ
づ
ま
や
）山
に
挟
ま
れ
た
斜
面
に

41
カ
所
の
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
春
日
居
古
墳
群
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
寺
の
前
一

号
墳
と
狐
塚
古
墳
は
そ
の
中
に
あ
り
ま
す
。
 

寺
の
前
一
号
墳
は
、
春
日
居
町
鎮
目
に
あ
り
ま

す
が
、
開
墾
に
よ
り
古
墳
自
体
は
消
滅
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
聞
き
取
り
調
査
な
ど
か
ら
、

横
穴
式
石
室
を
有
す
る
小
規
模
な
円
墳
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

古
墳
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
物
に
は
、
須
恵
器
 

（
す
え
き
）や
武
器
・
馬
具
類
、
そ
し
て
銅
鋺（
ど
う

わ
ん
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
発
見
さ

れ
た
物
の
時
代
か
 

ら
、
古
墳
は
7
世

紀
の
中
頃
か
ら
末

頃
に
造
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
 
 

す
。
 

狐
塚
古
墳
は
、

春
日
居
町
鎮
目
に

あ
る
横
穴
式
石
室

を
有
す
る
円
墳
 

で
、
寺
の
前
一
号

墳
の
西
約
50
メ
ー

ト
ル
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
古
墳
の

規
模
は
、
直
径
15

メ
ー
ト
ル
、
高
さ

3
メ
ー
ト
ル
で
す
。

明
治
時
代
に
地
元

の
方
が
発
掘
し
、

須
恵
器
や
馬
具
、

そ
し
て
銅
鋺
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
発
見
さ

れ
た
物
の
時
代
か
ら
、
古
墳
は
6
世
紀
後
半
に
造

ら
れ
、
7
世
紀
後
半
ま
で
追
葬（
一
度
葬
っ
た
後
、

同
じ
古
墳
に
違
う
人
を
葬
る
こ
と
）さ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
二
つ
の
古
墳
の
注
目
す
る
点
は
、
銅
鋺

が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
銅
鋺
は
、
県
内

で
は
5
点
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
取
り
上

げ
た
寺
の
前
一
号
墳
と
狐
塚
古
墳
で
、
二
つ
の
銅

鋺
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

銅
鋺
は
、
も
と
も
と
仏
教
の
道
具
と
し
て
使
用

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

銅
鋺
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
山
梨
県
の
古

墳
文
化
に
も
仏
教
が
入
り
込
ん
だ
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
全
国
で
発
見
さ
れ
て
い
る
銅
鋺
の
多

く
は
古
墳
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
古
墳
と
の
強
い

関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
副
葬
品（
ふ
く
そ

う
ひ
ん
）と
し
て
納
め
ら
れ
た
生
前
の
愛
用
品
で
あ

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
両
古
墳
に
隣
接
す
る
寺
の
前
三
号
墳
で
 

は
、
大
刀（
た
ち
）の
柄
の
先
に
装
着
す
る
装
身
具

が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
鳳
凰（
ほ
う
お
う
）が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
銅
鋺
と
合
わ
せ
て
山
梨
県

に
お
い
て
は
大
変
珍
し
い
物
で
す
。
お
そ
ら
く
、

春
日
居
町
地
域
の
豪
族
の
リ
ー
ダ
ー
が
所
有
し
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

今
回
ご
紹
介
し
た
古
墳
は
、
6
世
紀
後
半
か
ら

7
世
紀
後
半
頃
の
古
墳
で
あ
り
、
古
墳
の
眼
下
に

は
7
世
紀
後
半
に
建
立
さ
れ
た
山
梨
県
最
古
級
の

寺
本
古
代
寺
院
が
あ
り
ま
す
。
も
し
か
し
た
ら
、

今
回
ご
紹
介
し
た
古
墳
に
埋
葬
さ
れ
た
人
々
は
、

寺
本
古
代
寺
院
の
建
立
に
大
い
に
関
わ
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

今
回
ご
紹
介

し
た
銅
鋺
は
、

現
在
春
日
居
郷

土
館
で
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
の
 

で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

銅鋺（寺の前一号墳）

狐塚古墳

環頭大刀柄頭（寺の前三号墳）

今回は、男女共同参画推進委員会の各部会の活動実態や方向性をお知らせします。 
私たちの活動についてご意見があれば，ぜひお寄せください。 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
 

家庭部会では、「家族一人ひとりを尊重しあい輝く家庭づくり」をテー
マとしました。 
推進内容として、まず、演奏者や合唱団のメンバーを集い、手づく
りで『輝けチャチャチャ笛吹の未来』のＣＤを作成します。そして、
保育所（園）・幼稚園・小学校、各地域の行事に出向き、その歌と体
操を発表して多くの人に広めていきたいと思います。 
また、家庭内の身近な出来事を題材として、数パターンの寸劇づく
りに取り組み、啓発手段の幅を広げていきたいと考えています。 

地域部会では、「地域作りは男女一緒」をテーマに、地域や各種団
体への推進活動に力を入れていくことにしました。 
会話劇などのパフォーマンスや会場での意見交換などを盛り込み、
男女共同参画社会実現に向けて皆さんに分かりやすい啓発を心がけて
いきます。 

職場部会では，「男女が安心して働くことができる職場づくり」をテー
マとし、取り組みを進めています。 
女性にとって働きやすい職場とは、男性にとっても働きやすい職場
であろうと考え、市内各種企業の中で比較的女性が多く働いている職
場環境の実態を調べ、より良い職場づくりの活動に役立てます。具体
的には、ショッピングセンター、病院、保育所（園）、市役所などを
訪問し、職員が働きやすい職場にするための取り組みの具体策や、具
体的な子育て支援策・育児休業制度の活用状況などを調査し、提案し
たいと考えています。 

条例委員会は、男女共同参画推進委員会が「男女共同参画推進条例案」
を市長に提案したことを受け、市民に対して条例制定に向けた啓発活
動を行っていくための特別委員会として設けられた部会です。 
現在は内部で学習会を行っています。 
今後は、市役所職員で組織されている条例検討委員会との協議や市
民への啓発活動を行っていきます。 

吹ちゃん笛ちゃん

積極的に活動しているね 何だか楽しそうね 
ワクワクするわ～ 

「家族一人ひとりを
尊重しあい輝く家庭
づくり」

「男女が安心して働
くことができる職場
づくり」

「地域づくりは男女
一緒」



Koho Fuefuki '10.01

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

ソ
ノ
リ
テ
甲
府
吹
奏
楽
団

ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

   毎
年
大
好
評
の
ソ
ノ
リ
テ
甲
府
吹
奏

楽
団
の
演
奏
会
で
す
。
「
ソ
ノ
リ
テ
」

と
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
共
鳴
、
よ
く

響
く
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
す
。
 

■
日
時
　
2
月
6
日（
土
）
 

開
場
　
午
後
3
時
45
分
 

開
演
　
午
後
4
時
30
分
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
曲
目

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
、
は
と
ぽ
っ

ぽ
の
世
界
旅
行
ほ
か
 

■
入
場
料
　
無
料（
要
入
場
整
理
券
）
 

※
入
場
整
理
券
は
、
1
月
6
日（
水
）午

前
9
時
か
ら
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で

配
布
し
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト

   結
成
45
周
年
を
迎
え
る
地
元
の
大
人

気
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
楽
し
い
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。
 

■
日
時
　
2
月
20
日（
土
）
 

開
場
　
午
後
6
時
30
分
 

開
演
　
午
後
７
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
曲
目
 

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
・
セ
レ
ナ
ー
デ
、
イ
 

ン
・
ザ
・
ム
ー
ド
ほ
か
 

■
入
場
料
　
無
料（
要
入
場
整
理
券
）
 

※
入
場
整
理
券
は
、
1
月
6
日（
水
）午

前
9
時
か
ら
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で

配
布
し
ま
す
。
　
 

 
■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

   日
本
古
楽
コ
ン
ク
ー
ル
声
楽
部
門
で

最
高
位
の
大
森
智
子
さ
ん（
ソ
プ
ラ
ノ
）、

国
際
現
代
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
3
位
の

中
川
賢
一
さ
ん（
ピ
ア
ノ
）、
世
界
マ
リ

ン
バ
コ
ン
ク
ー
ル
第
2
位
の
浜
ま
ゆ
み

さ
ん（
マ
リ
ン
バ
）の
共
演
に
よ
る
豪
華

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
こ

の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
（財）
地
域
創
造
の
助

成
に
よ
り
、
公
共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化

事
業
の
一
環
と
し
て
開
催
す
る
も
の
で
 

す
。
 

■
日
時
　
2
月
27
日（
土
）
 

開
場
　
午
後
１
時
30
分
 

開
演
　
午
後
2
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
曲
目

カ
ル
メ
ン
幻
想
曲（
ビ
ゼ
ー
作
曲
・

サ
ラ
サ
ー
テ
編
曲
）、
七
つ
の
子（
本

居
長
世
作
曲
）ほ
か
 

■
入
場
料

大
人
　
1
0
0
0
円
 

高
校
生
以
下
　
5
0
0
円
 

 

■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

親
子
で
楽
し
め
る
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

    昨
年
11
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
市
民

劇
団
公
演
は
、
日
程
を
変
更
し
、
2
月

に
上
演
し
ま
す
。
 

「
妖
精
た
ち
が
持
つ
一
つ
だ
け
願
い

が
叶
う
と
い
う
4
つ
の
道
具
を
手
に
入

れ
る
た
め
、
旅
に
出
た
子
ど
も
た
ち
の

大
冒
険
が
始
ま
る
・
・
・
・
」
 

■
日
時

○
2
月
13
日（
土
）
 

開
場
　
午
後
2
時
30
分
 

開
演
　
午
後
3
時
 

○
2
月
14
日（
日
）
　
 

開
場
　
午
後
1
時
30
分
 

開
演
　
午
後
2
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
入
場
料

○
一
般
　
5
0
0
円
 

○
中
学
生
以
下
　
無
料（
入
場
整
理
券

は
配
布
し
ま
せ
ん
）
 

※
お
手
持
ち
の
チ
ケ
ッ
ト
は
そ
の
ま
ま

使
え
ま
す
。
 

 ■
問
合
せ
先

ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）7
9
5
9

市
民
劇
団
第
4
回
公
演
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ガ
ー
デ
ン

＆
ガ
ー
デ
ン
」

浜まゆみさん 
 

大森智子さん 中川賢一さん 

第
4
回
「
笛
吹
市
小
学
生

百
人
一
首
大
会
」

第
5
回
笛
吹
市
ス
キ
ー
祭
り

   市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
百
人
一
首

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
の
で
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

■
日
時
　
1
月
31
日（
日
）
 

受
付
　
午
前
9
時
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

■
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
 

■
大
会
方
法

五
色
百
人
一
首
を
使
用
し
ま
す
。
 

○
1
〜
3
年
生
 

グ
リ
ー
ン
と
オ
レ
ン
ジ
の
40
枚
で
5

回
戦
を
行
い
ま
す
。
 

○
4
〜
6
年
生
 

ブ
ル
ー
と
ピ
ン
ク
と
グ
リ
ー
ン
と
オ

レ
ン
ジ
の
80
枚
で
2
回
戦
を
行
い
、
 

最
後
の
1
回
戦
は
1
0
0
枚
で
行
い

ま
す
。
 

■
申
込
方
法

小
学
校
を
通
し
て
配
布
し
た
申
込

書
を
、
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
支
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
お
申
し

込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
 

■
申
込
締
切
　
1
月
15
日（
金
）
 

 ■
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
9
 

Fax
0
5
5（
2
6
1
）3
3
4
0

楽しい演奏で素敵なひとときを 

  
〜
山
梨
県
冬
季
体
育
祭
笛
吹
市
予

選
会
〜

笛
吹
市
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
ス
キ
ー

振
興
の
た
め
ス
キ
ー
祭
り
を
開
催
し
ま
 

す
。
 

■
対
象

市
内
在
住
者
・
市
内
企
業
勤
務
者
 

（
高
校
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）
 

■
日
時
　
2
月
20
日（
土
）
 

受
付
　
午
後
3
時
30
分
か
ら
 

■
場
所
　
カ
ム
イ
御
坂
ス
キ
ー
場
 

（
御
坂
町
上
黒
駒
5
3
2
1
―
1
）
 

■
種
目
　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
 

■
定
員
　
1
0
0
人
 

■
参
加
費
　

○
中
学
生
以
上
　
1
0
0
0
円
 

○
小
学
生
　
5
0
0
円
 

○
ナ
イ
タ
ー
リ
フ
ト
券
1
0
0
0
円
 

（
当
日
購
入
は
2
5
0
0
円
）
 

■
服
装必

ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
ス

キ
ー
・
ウ
エ
ア
な
ど
は
レ
ン
タ
ル
も

で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
受
付

　
1
月
5
日（
火
）〜
2
月
5
日（
金
）
 

  ス
キ
ー
技
術
の
向
上
に
役
立
つ
ポ
ー

ル
練
習
会
を
開
き
ま
す
。
初
心
者
か
ら

経
験
者
ま
で
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
。
 

■
対
象
　
市
内
在
住
者
 

■
日
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
月
16
日（
土
）・
30
日（
土
）
 

2
月
5
日（
金
）・
12
日（
金
）
　
 

午
後
7
時
30
分
か
ら
 

■
場
所
　
カ
ム
イ
御
坂
ス
キ
ー
場
 

■
参
加
費
　
無
料
 

※
ゲ
レ
ン
デ
の
状
態
や
天
候
に
よ
り
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
市
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
8
 

ま
た
は
市
内
各
地
区
体
育
協
会
ス
キ

ー
部
 

・
笛
吹
市
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局（
山
口
） 

☎
0
9
0（
8
8
5
7
）1
4
4
6
 

 

か
い
じ
あ
む
お
正
月
イ
ベ
ン
ト

  県
立
博
物
館
は
1
月
2
日（
土
）か
ら

開
館
し
、
お
正
月
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

ま
す
。
 

■
日
時

○
お
み
く
じ
・
福
引
き
・
書
き
初
め
 

1
月
2
日（
土
）・
3
日（
日
）
 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時
 
 

○
餅
つ
き
大
会
 

1
月
4
日（
月
） 

午
前
11
時
か
ら
・
午
後
1
時
か
ら
 
 

 
■
問
合
せ
先
 

山
梨
県
立
博
物
館
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）2
6
3
1

野
鳥
を
呼
ぶ
え
さ
台
作
り

  庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
に
野
鳥
を
呼
ん
で
、

間
近
に
観
察
で
き
る
え
さ
台
作
り
を
し

ま
せ
ん
か
。
　
 

■
日
時
　
1
月
24
日（
日
）
　
 

受
付
　
午
前
9
時
か
ら
 

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
12
時
 

■
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

■
講
師
　
福
嶋
孝
一
氏
 

（
エ
ス
プ
リ
ガ
ー
デ
ン
代
表
）
 

■
定
員
　
20
人
 

■
参
加
費
　
5
0
0
円（
材
料
費
）
 

※
申
込
受
付
は
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
に
な
り
ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所
 

☎
0
5
5
3（
4
7
）2
8
0
5

ポ
ー
ル
練
習
会



催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

    第
一
次
試
験
に
義
務
付
け
ら
れ
た
 

「
基
礎
科
目
」・「
適
性
科
目
」
を
中
心
 

に
、
設
計
・
計
画
・
情
報
・
理
論
・
解
 

析
・
化
学
・
バ
イ
オ
な
ど
、
受
験
に
必

要
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
を
学
び
ま
す
。
 

■
日
時（
8
日
間
）
 

1
月
19
日（
火
）・
22
日（
金
）・
26
日
 

（
火
）、
2
月
3
日（
水
）・
9
日（
火
）・

19
日（
金
）・
23
日（
火
）、
3
月
2
日
 

（
火
）
 

午
後
6
時
〜
8
時
 

■
定
員
　
15
人
 

■
受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
 

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
 

会
員
　
　
6
0
0
0
円
 

会
員
外
　
9
0
0
0
円
 

■
申
込
締
切
　
1
月
12
日（
火
）
 

  エ
ク
セ
ル
の
「
マ
ク
ロ
／
V
B
A
」

の
機
能
を
活
用
し
、
効
率
よ
く
作
業
を

進
め
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
習
得
し
ま
す
。
 

V
B
A
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
の
一
つ
で
す
。
 

■
日
時（
6
日
間
）
 

2
月
3
日（
水
）・
4
日（
木
）・
5
日
 

（
金
）・
8
日（
月
）・
9
日（
火
）・
10

日（
水
）
 

午
後
6
時
〜
9
時
 

■
定
員
　
20
人
 

■
受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）
 

会
員
　
　
8
5
0
0
円
 

会
員
外
　
1
万
5
0
0
円
 

■
申
込
締
切
　
1
月
28
日（
木
）
 

  ボ
ー
ド
壁
・
木
な
ど
の
塗
り
方
を
、

実
習
を
通
し
て
学
び
ま
す
。
 

■
日
時

3
月
10
日（
水
）
 

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
 

■
受
講
料
　
3
1
5
0
円
 

■
定
員

30
人（
最
少
開
講
人
数
15
人
）
 

■
申
込
締
切
　
3
月
1
日（
月
）
 

 
■
場
所

い
ず
れ
の
講
座
も
 

山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ

ー（
甲
府
市
大
津
町
2
1
3
0
―
2
） 

 
■
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
み
・
問
合
せ
先

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
 

人
材
開
発
課（
丹
澤
）
 

☎
0
5
5（
2
4
3
）4
9
1
6
 

Fax
0
5
5（
2
4
3
）4
9
1
9

禁
煙
教
室

  次
の
よ
う
な
方
は
、
ぜ
ひ
禁
煙
教
室

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

「
初
め
て
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
 

方
」
、「
禁
煙
に
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
 

方
」
、「
家
族
か
ら
禁
煙
し
て
ほ
し
い

と
言
わ
れ
て
い
る
方
」
、「
な
か
な
か

禁
煙
の
決
心
が
つ
か
な
い
方
」
、「
一

緒
に
禁
煙
す
る
仲
間
が
ほ
し
い
方
」
…
。
 

市
で
は
、「
今
こ
そ
禁
煙
し
た
い
！
」

と
意
欲
を
持
っ
て
い
る
方
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
市
民
を
対
象
に
禁
煙
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
 

禁
煙
を
希
望
す
る
仲
間
と
一
緒
に
、

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
 

か
。
 

 ■
対
象

お
お
む
ね
65
歳
以
下
で
禁
煙
に
関
心

が
あ
る
市
民
 

 
■
日
時

1
月
28
日（
木
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
 

 
■
場
所
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

 
■
講
師
　

三
浦
秀
史
事
務
局
長（
禁
煙
マ
ラ
ソ

ン
事
務
局
）
 

 
■
内
容

○
喫
煙
や
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害

へ
の
影
響
と
防
止
策
 

○
禁
煙
を
助
け
る
サ
ポ
ー
ト
グ
ッ
ズ
の

紹
介
 

○
禁
煙
外
来
の
あ
る
医
療
機
関
の
紹
介
 

○
禁
煙
体
験
者
の
体
験
談
 

○
呼
気
中
の
一
酸
化
炭
素
濃
度
測
定
 

 
■
定
員
　
50
人
程
度
 

 
■
申
込
方
法

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

　
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
に
な
り
ま
す
。
 

 
■
申
込
締
切
　
1
月
18
日（
月
）
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
健
康
づ
く
り
課
 

成
人
保
健
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
1

市
の
臨
時
職
員
と
し
て
就
労
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
が
必

要
で
す
。
 

■
登
録
で
き
る
方

①
登
録
時
現
在
心
身
と
も
に
健
康
な
方
 

②
一
般
事
務
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
方（
文
字
入
力
、
文

書
作
成
程
度
）
 

③
保
育
士
、
栄
養
士
、
保
健
師
な
ど
一

定
の
資
格
が
必
要
な
職
種
は
、
そ
の

資
格
を
お
持
ち
の
方
 

■
待
遇
・
勤
務
条
件
な
ど

○
募
集
職
種
と
賃
金
（
表
を
参
照
）
 

給
与
は
、
原
則
と
し
て
毎
月
20
日

に
口
座
振
替（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
 

く
）で
支
払
い
ま
す
。
 

 

○
勤
務
日
・
時
間
　
 

原
則
と
し
て
、
土
・
日
曜
日
や
休
日
 

（
祝
日
や
12
月
29
日
か
ら
1
月
3
日

ま
で
の
年
末
年
始
）以
外
の
午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分
の
間
 

○
諸
手
当
　
通
勤
手
当
 

○
休
暇
　
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇
 

○
各
種
保
険
　
 

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用

保
険
の
加
入
 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
規
則
に
基

づ
き
別
に
定
め
ま
す
。
 

■
任
用
期
間

4
月
1
日（
木
）か
ら（
任
用
期
間
 

は
、
原
則
と
し
て
6
カ
月
以
内
で
 

す
。
職
種
に
よ
っ
て
は
継
続
任
用
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
 

  
■
登
録
方
法

次
の
書
類
を
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 

①
笛
吹
市
臨
時
職
員
登
録
カ
ー
ド
　
 

カ
ー
ド
は
、
総
務
課
で
受
け
取
る

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
 

②
履
歴
書（
写
真
を
必
ず
貼
付
）
 

③
保
育
士
、
栄
養
士
、
保
健
師
な
ど
一

定
の
資
格
が
必
要
な
職
種
は
、
そ
の

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
 

■
提
出
締
切
　
１
月
25
日（
月
）
 

※
4
月
1
日
以
降
の
採
用
希
望
者
の
登

録
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
 

 
■
任
用
手
続
き

　
臨
時
職
員
を
任
用
す
る
場
合
に
 

は
、
登
録
者
の
中
か
ら
選
考
し
て
採

用
し
ま
す
。
 

　
4
月
1
日
採
用
予
定
者
に
は
、
3

月
15
日（
月
）ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
こ
の
登
録
は
、
笛
吹
市
以

外
へ
の
就
職
や
進
学
を
拘
束
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

　
募
集
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
 

す
。
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

〒
4
0
6
―
8
5
1
0
　
 

笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7
 

総
務
部
　
総
務
課
　
人
事
給
与
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

放
送
大
学
4
月
生
募
集

  放
送
大
学
で
は
、
平
成
22
年
度
第
1

学
期（
4
月
入
学
）の
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信

制
の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
 

済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。
 

○
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

h
ttp
://w

w
w
.u
-air.ac.jp

 

■
申
込
締
切
　
2
月
28
日（
日
）
 

 
■
問
合
せ
先

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5（
2
5
1
）2
2
3
8

市
消
防
団
出
初
式

  平
成
22
年
市
消
防
団
出
初
式
を
開
催

し
ま
す
。
　
 

■
日
時
　
1
月
10
日（
日
）
 

集
合
　
午
前
8
時
30
分
 

開
始
　
午
前
9
時
 

■
場
所
　

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
 

※
雨
天
時
は
一
宮
中
学
校
体
育
館
 

 
■
問
合
せ
先

総
務
部
　
総
務
課
　
消
防
防
災
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

平
成
２２
年
度
笛
吹
市
臨
時
職
員
登
録

登
録
手
続
き
な
ど

技
術
士
資
格
取
得
基
礎
講
座（
建
設

以
外
）

塗
装
教
室

エ
ク
セ
ル
V
B
A
入
門

一般事務 
一般事務（5時間/1日） 
講師（要中学校教諭免許） 
学芸員 
図書館司書 
保育士 
栄養士 

学習支援講師 
（要小学校教諭免許） 

学童保育指導員および 
補助員（5時間/1日） 

手話通訳士（者） 
保健師 
文化財関係作業員 
用務員 
用務員（5時間/1日） 
徴収員 

専門交通指導員 
（5.5時間/1日） 

調理員 

生涯学習課嘱託職員 
（コーディネーター） 

募　集　職　種
6,400円 
時給800円 

9,000円 
 

6,800円 
 

7,700円 
 
 

時給970円 
 

時給970円 
9,000円 

6,200円 
 

時給780円 
6,200円＋能率給 

時給780円 
 

6,500円 

7,500円 
 
 

日　　額



Kokuho Fuefuki

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

■問合せ先　保健福祉部　健康づくり課　健康企画担当　☎055（261）1901

教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
へ

  市
内
在
住
の
障
が
い
者
・
市
内
の
障

が
い
者
施
設
利
用
者
を
対
象
に
、
3
つ

の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
 

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
 

 
障
が
い
者
歩
行
訓
練
教
室

み
ん
な
で
一
緒
に
体
を
動
か
し
ま
し

ょ
う
。
 

歩
行
だ
け
で
な
く
、
体
全
体
を
使
う

内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

■
日
時

1
月
22
日（
金
）
 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
　
 

■
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
 

■
内
容

・
理
学
・
作
業
療
法
士
に
よ
る
体
操
 

・
体
を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
 

・
体
の
機
能
に
つ
い
て
の
相
談
 

■
参
加
費
　
無
料
　
　
　
 

■
申
込
締
切
　
1
月
15
日（
金
）
 

 
調
理
教
室

健
康
を
考
え
た
「
心
も
身
体
も
う
れ

し
い
」
食
事
を
一
緒
に
作
り
ま
せ
ん
か
。
 

メ
ニ
ュ
ー
は
、
豚
肉
の
し
ょ
う
が
焼
 

き
・
け
ん
ち
ん
汁
で
す
。
 

■
日
時

1
月
20
日（
水
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分
 

■
場
所

い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ
い
文
化

館
 

■
定
員
 
 
30
人
 

■
参
加
費
　
3
0
0
円
 

■
申
込
締
切
　
1
月
13
日（
水
）
 

 
障
が
い
者
ボ
ー
リ
ン
グ
教
室

寒
い
季
節
で
す
が
、
体
を
動
か
し
て

温
ま
り
な
が
ら
、
み
ん
な
で
ボ
ー
リ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
 

■
日
時

2
月
6
日（
土
）
 

午
後
1
時
30
分
か
ら
 

■
場
所

山
梨
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ボ
ウ
ル（
山
梨

市
三
ヶ
所
1
0
7
0
）
 

■
定
員
　
40
人
 

■
参
加
費
　
3
0
0
円（
貸
し
靴
代
）
 

■
服
装
　
運
動
で
き
る
服
装
 

■
申
込
締
切
　
1
月
29
日（
金
）
 

 
■
申
込
方
法

 
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先
　

障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
　

ふ
え
ふ
き
　
 

☎
0
5
5（
2
6
3
）1
7
7
7
 

Fax
0
5
5（
2
6
3
）1
7
6
9

住
宅
用
火
災
警
報
器
給
付

事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

高
齢
者
世
帯
の
方
へ

   消
防
法
改
正
に
よ
り
、
山
梨
県
内
の

既
に
お
住
ま
い
の
住
宅
に
つ
い
て
、
平

成
23
年
6
月
1
日
ま
で
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
 

す
。
 

市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど

へ
の
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
給
付
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

火
災
の
発
生
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
、

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
な
ど
、
大
切
な
役
割

を
果
た
す
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。
 

 
■
対
象

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
、
低
所

得
世
帯
に
属
す
る
要
援
護
高
齢
者
 

■
給
付
内
容

住
宅
用
火
災
警
報
器
1
台
当
た
り

6
5
0
0
円
以
内
 

（
設
置
が
義
務
付
け
さ
れ
た
場
所
に

限
り
、
一
世
帯
あ
た
り
2
台
ま
で
）
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
高
齢
福
祉
課
 

高
齢
福
祉
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
2
 

ま
た
は
各
支
所
 

 

医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
世
帯
に
介

護
保
険
受
給
者
が
い
る
場
合
、
医
療
保

険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
を
合
算
 

し
、
年
間（
8
月
〜
翌
年
7
月
）の
限
度

額（
※
１
）を
超
え
た
時
は
、
申
請
に
よ

り
そ
の
超
え
た
分
が
後
か
ら
支
給
さ
れ

ま
す
。
 

 

※
限
度
額
を
超
え
た
額
が
5
0
0
円
未

満
の
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
 

※
同
世
帯
で
も
、
国
民
健
康
保
険
・
長

寿
医
療
制
度
・
職
場
な
ど
の
健
康
保

険
な
ど
異
な
る
保
険
に
加
入
し
て
い

る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
別
計
算
に
な
り

ま
す
。
 

 
■
申
請
方
法

平
成
21
年
7
月
31
日
現
在
、
国
民

健
康
保
険
・
長
寿
医
療
制
度
加
入
者

で
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

平
成
22
年
1
月
以
降
に
勧
奨
通
知（
申

請
書
）を
お
送
り
し
ま
す
。
 

勧
奨
通
知
が
届
き
ま
し
た
ら
、
国

民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
で
申

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

 
※
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
に
は
勧

奨
通
知
が
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
 

す
。
 

・
平
成
20
年
4
月
か
ら
平
成
21
年
7
月

末
ま
で
の
間
に
、
市
町
村
を
越
え
て

転
居
さ
れ
た
方
 

・
他
の
医
療
保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
長
寿
医
療
制
度
に
移
ら
れ
た

方
 

・
組
合
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な

ど
の
加
入
者
や
介
護
保
険
上
の
住
所

地
特
例
に
該
当
す
る
方
な
ど
 

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度

（※１）合算した場合の限度額（8月～翌年7月までの年額） 
○70歳未満の方 
・上位所得者 126万円（168万円） 
・一般 67万円（　89万円） 
・住民税非課税世帯 34万円（　45万円） 

○70歳～74歳までの方や75歳以上（長寿医療制度加入者）の方 
・現役並み所得者 67万円（　89万円） 
・一般 56万円（　75万円） 
・低所得者2 31万円（　41万円） 
・低所得者1 19万円（　25万円） 

※平成21年の申請は、平成20年４月から平成21年7月までの分を対象 
　とし、（　）内の限度額を適用する場合があります。 

■問合せ先　市民環境部　国民健康保険課　国保総務担当　　　☎055（262）4111 
　　　　　　または　保健福祉部　介護保険課　介護総務担当　☎055（261）1903

川島隆太教授 

■申請の流れ

※なお、国民健康保険および長寿医療制度以外の医療保険加入者の申請方法については、それぞれの医 
　療保険の窓口にお問い合わせください。 

●介護保険課へ連絡 

●支給決定通知書の送付・支給 ●支給決定通知書の送付・支給 

●支給申請 

●勧奨通知（申請書） 

笛吹市を元気にしよう!!食育フォーラム 
　 
市では、市民が健やかで生きいきと暮らせるまちを目指して、食を通じた健康づくりを推
進しています。その事業の一環として、「笛吹市を元気にしよう!!食育フォーラム」を開催し
ます。 
「脳トレ」でおなじみの川島隆太教授による「朝ごはんと脳の働き」についての講演があ
ります。皆さんのご来場をお待ちしています。 
 
■日時　1月31日（日）　受付　午後1時から　開会　１時30分 
■場所　いちのみや桃の里ふれあい文化館 
■内容
○「笛吹市を元気にしよう！！」料理コンテスト表彰式 
　「笛吹市の食育の取り組み」発表及び展示 
○講演「早寝・早起き・朝ごはんが脳を鍛える」 
　川島隆太教授（東北大学加齢医学研究所）　 
 
■入場料　無料 
※参加者全員に、料理コンテスト優秀作品のレシピを差し上げ 
　ます。 
 
 

被保険者
（国民健康保険・長寿医療制度加入者） 

・国民健康保険課
・山梨県広域連合介護保険課

3

2

1
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Kokuho Fuefuki

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

扶養親族等 
の数 

父の所得限度額 

全部支給 一部支給 

扶養義務者 
所得限度額 

0人 

1人 

2人 

3人以上 

27万円 

65万円 

103万円 

 

200万円 

238万円 

276万円 

 

244万円 

282万円 

320万円 

 扶養親族1人につき38万円の加算 

所　得　制　限

ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校

入
進
学
祝
金
支
給

お
も
ち
ゃ
の
話

   平
成
22
年
4
月
に
小
・
中
学
校
へ
入

進
学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
 

に
、
市
か
ら
入
学
支
度
金
と
し
て
、
児

童
1
人
に
つ
き
1
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
 

ま
た
、
県
か
ら
も
同
様
に
、
児
童
1

人
に
つ
き
1
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

平
成
22
年
1
月
1
日
現
在
、
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
方
は
、
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
 

■
要
件

○
市
内
在
住
で
あ
る
こ
と
 

○
平
成
22
年
4
月
に
県
内
の
小
中
学
校
 

（
特
別
支
援
学
校
を
含
む
）へ
入
進
学

す
る
児
童
を
育
て
、
生
計
を
同
一
と

す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親（
父
母
の

な
い
児
童
の
養
育
者
を
含
む
）で
あ

る
こ
と
 

※
た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設（
母
子
生

活
支
援
施
設
を
含
む
）に
入
所
中
の

児
童
や
里
親
に
委
託
中
の
児
童
は
除

き
ま
す
。
 

○
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
 

○
県
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

度（
平
成
20
年
分
）の
所
得
税
が
非
課

税
の
世
帯
で
あ
る
こ
と
 

 
  

■
受
付
締
切

1
月
29
日（
金
）
 

※
た
だ
し
、
平
成
22
年
1
月
1
日
以
降

に
要
件
へ
当
て
は
ま
る
よ
う
に
な
っ

た
場
合
や
、
締
切
ま
で
に
申
請
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
、
3
月
31
日（
水
）

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
 

 
■
申
請
方
法

児
童
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
る
申

請
用
紙
に
記
入
し
、
次
の
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
受
給
者

証
の
写
し
な
ど
、
資
格
を
証
明
す
る

書
類
 

○
印
か
ん
　
 

 
■
申
請
先

児
童
課
ま
た
は
各
支
所
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課
 

児
童
家
庭
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4

子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
時
か
ら
、
物

を
大
切
に
す
る
心
や
い
た
わ
り
の
心
を

持
て
る
よ
う
に
、
専
門
の
お
も
ち
ゃ
ド

ク
タ
ー
が
、
お
も
ち
ゃ
の
お
話
し
・
与

え
方
・
相
談
・
修
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

壊
れ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
対
象

市
内
在
住
の
乳
幼
児
親
子
 

■
日
時

1
月
6
日（
水
）
 

午
後
1
時
〜
5
時
 

■
場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
み

さ
か
」
 

■
講
師

葭
沢
一
正
先
生（
お
も
ち
ゃ
病
院
・

紙
ひ
こ
う
き
会
員
）
 

■
参
加
費

無
料（
た
だ
し
、
材
料
費
の
み
実
費
） 

■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 

「
き
っ
ず
み
さ
か
」
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）8
6
8
8

お
や
つ
作
り
教
室

  地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
支
援
の
一

環
と
し
て
、
八
代
食
生
活
改
善
推
進
員

会
の
指
導
で
乳
幼
児
の
お
や
つ
作
り
教

室
を
行
い
ま
す
。
 

栄
養
士
に
よ
る
食
育
相
談
も
あ
り
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
対
象
・
定
員

市
内
在
住
の
乳
幼
児
親
子
　
20
組
 

■
日
時

1
月
22
日（
金
）、
2
月
16
日（
火
） 

午
前
10
時
〜
12
時
 

■
場
所

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や

つ
し
ろ
」
 

■
参
加
費
　
1
0
0
円（
材
料
費
）
 

■
申
込
受
付

1
月
5
日（
火
）か
ら
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
に
な
り

ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
 

「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」
 

☎
0
5
5（
2
6
5
）5
2
5
2

乳
幼
児
親
子
「
リ
ズ
ム
あ

そ
び
」

   お
子
さ
ん
と
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
遊
び

ま
し
ょ
う
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
一
緒

に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。
 

■
対
象
・
定
員

未
就
学
児
の
親
子
　
25
組
 

■
日
時

1
月
27
日（
水
）
 

午
前
10
時
〜
10
時
40
分
 

■
場
所
　
春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー
 

 

■
講
師

河
野
水
伽
先
生（
子
供
身
体
運
動
発

達
指
導
士
）
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
1
枚
 

■
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
に
な
り
ま
す
。
 

■
申
込
・
問
合
せ
先

春
日
居
児
童
セ
ン
タ
ー
 

☎
0
5
5
3（
2
6
）2
8
6
6

国
民
年
金
保
険
料
納
付
に

は
「
口
座
振
替
」
を

   国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納

付
す
る
と
、「
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
 

い
」
、「
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間

と
時
間
が
省
け
る
」
、「
手
続
き
は
一

度
だ
け
で
手
数
料
が
か
か
ら
な
い
」
、 

「
前
納
・
早
割
で
割
引
に
な
る
」
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
 

■
引
落
方
法
は
4
種
類

①
1
年
度
の
前
納（
4
月
〜
翌
3
月
分
） 

②
6
カ
月
の
前
納（
4
月
〜
9
月
分
・

10
月
〜
翌
3
月
分
）
 

③
毎
月
納
付（
早
割
・
当
月
払
い
）
 

④
毎
月
納
付（
割
引
な
し
・
翌
月
払
い
） 

■
口
座
振
替
で
前
納

　
金
融
機
関
・
年
金
事
務
所
・
市
国

民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ

る
申
込
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
 

い
。
 

・
既
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る

方
は
、
再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
引
落
方
法
を
変

更
す
る
場
合
は
、
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
 

・
一
部
納
付（
半
額
免
除
な
ど
）の
方
の

口
座
振
替
は
、
毎
月
納
付（
割
引
な
 

し
）と
な
り
ま
す
。
 

○
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
前
納
も
 

　
年
金
事
務
所
・
市
国
民
健
康
保
険

課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
る
申
込
用
紙

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

・
毎
月
納
付（
早
割
）は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
納
付
で
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
1
年
前
納
・
6
カ
月
前
納
の

割
引
額
は
、
納
付
書
で
納
付
す
る
場

合
と
同
じ
割
引
額
に
な
り
ま
す
。
 

・
一
部
納
付
（
半
額
免
除
な
ど
）
の
方
 

は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
は
で

き
ま
せ
ん
。
 

■
申
込
締
切

　
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
平
成
22
年
度
1
年
前
納
ま
た

は
6
カ
月
前
納（
4
月
〜
9
月
）を
ご

希
望
の
場
合
は
、
2
月
26
日（
金
）が

申
込
締
切
で
す
。
毎
月
納
付
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

父
子
手
当
申
請

  父
子
家
庭
の
子
育
て
支
援
を
図
る
た
 

め
、
本
年
度
か
ら
児
童
を
養
育
し
て
い

る
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん
に
、
父
子
手

当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
 

■
要
件0

歳
か
ら
18
歳
に
達
し
た
後
最
初

の
3
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
の
児
童
 

を
、
養
育
し
て
い
る
父
子
家
庭
の
父
 

（
た
だ
し
、
児
童
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
）で

あ
る
こ
と
 

○
対
象
児
童
 

・
父
母
が
離
婚
、
母
が
死
亡
、
生
死
不
 

明
、
遺
棄
、
拘
禁
等
に
よ
り
父
に
養

育
さ
れ
て
い
る
児
童
 

・
母
が
一
定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

児
童
 

※
た
だ
し
、
父
が
次
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
せ
 

ん
。
 

・
市
内
に
1
年
以
上
住
所
が
な
い
。
 

・
市
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
。
 

・
公
的
年
金
や
遺
族
補
償
、
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
。
 

・
所
得
の
申
告
が
な
い
。
 

・
婚
姻
し
て
い
る（
婚
姻
の
届
出
を
し

て
い
な
く
て
も
、
事
実
上
婚
姻
関
係

に
あ
る
場
合
も
含
む
）な
ど
 

■
支
給
月
額

○
全
額
支
給
 

4
万
1
7
2
0
円
 

○
一
部
支
給
 

4
万
1
7
1
0
円
〜
9
8
5
0
円
 

○
対
象
児
童
2
人
目
 

5
0
0
0
円
加
算
 

○
対
象
児
童
3
人
目
以
降
 

1
人
に
つ
き
3
0
0
0
円
加
算
 

※
父
や
扶
養
義
務
者（
同
居
親
族
）の
前

年
所
得
に
よ
り
、
一
部
支
給
に
な
る

場
合
や
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
 

                  
申
請
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

保
健
福
祉
部
　
児
童
課
 

児
童
家
庭
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）1
9
0
4



Kokuho Fuefuki

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

10月31日、笛吹ローズクラブ（須田和美会長）では、バラの
花びらで作ったポプリ600個を石和温泉駅前で市民や観光客に
プレゼントしました。 
メンバーから良い香りのするポプリを受け取った人たちは、
「素敵なポプリをいただいてとても嬉しい」と喜んでいました。 
また、同クラブでは、今後冬のせん定講習会と寒肥作業講
習会の開催を予定しており、メンバーたちは「きれいなバラ
を皆さんに見ていただきたい」と意気込んでいました。 

バラのポプリをプレゼント　笛吹ローズクラブ

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
相

談
会 社

会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
 

で
、
確
認
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談
も
、

引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

 
■
日
程
・
場
所

○
1
月
20
日（
水
）
 

市
役
所
本
庁
　
3
階
会
議
室
 

○
2
月
17
日（
水
）
　
 

八
代
支
所
 

■
時
間
 
午
前
9
時
〜
12
時
 

 
 
 
午
後
1
時
〜
4
時
 

■
持
ち
物

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金
手
帳
な
ど
 

（
ほ
か
に
も
参
考
に
な
り
そ
う
な
物

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い
）
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
国
民
健
康
保
険
課
 

国
保
総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

多
重
債
務
者
の
た
め
の
無

料
相
談
会

   ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融（
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
金
融
）な
ど
複
数
の
金
融
業

者
か
ら
お
金
を
借
り
て
お
悩
み
の
方
は
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
こ
の
相
談
会
は
、
金
融
庁
の
多
重
債

務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
 

き
、
市
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。
 

■
日
時
　
1
月
20
日（
水
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
 

■
場
所
 

ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階
会
議
室
 

■
相
談
時
間
　
1
人
30
分
以
内
 

■
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏（
司
法
書
士
） 

■
持
ち
物

　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収
入
な
ど

が
わ
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。
 

 
■
問
合
せ
先
　

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
 

市
民
生
活
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

結
婚
相
談
所

自
分
磨
き
セ
ミ
ナ
ー

  結
婚
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
日
時

○
1
月
8
日（
金
）
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

（
受
付
は
4
時
ま
で
）
 

 
○
1
月
17
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

（
受
付
は
4
時
ま
で
）
 

 
■
場
所

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
 

 
※
初
回
の
相
談
は
予
約
不
要
で
す
。
 

※
継
続
し
て
相
談
を
希
望
す
る
場
合
 

は
、
結
婚
相
談
の
登
録
が
必
要
で
 

す
。
 

印
か
ん
・
Ｌ
版
写
真
2
枚
・
独
身
証

明
書
・
身
分
証
明
書
の
写
し
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
　
 

市
民
活
動
支
援
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

〜
独
身
男
女
の
た
め
の
〜

  市
で
は
、
未
婚
の
男
女
に
出
会
い
の

場
を
提
供
す
る
た
め
に
、
出
会
い
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
第
1
弾
と
し
て
、
楽
し
く
円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
身
に
つ

く
「
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー（
自

分
磨
き
セ
ミ
ナ
ー
）」
を
開
催
し
ま
す
。
 

■
対
象
・
定
員

未
婚
男
女
1
0
0
人
 

■
日
時
　
2
月
19
日（
金
）
　
 

受
付
　
午
後
6
時
30
分
か
ら
 

開
催
　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分
 

■
場
所

ブ
ラ
イ
ダ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
ミ
ラ
ベ
ル
 

（
石
和
町
東
高
橋
2
5
2
）
 

■
講
師
　
星
ち
え
子
氏
 

■
参
加
費
　
無
料
 

■
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

■
申
込
締
切

2
月
12
日（
金
）午
後
5
時
 

※
3
月
に
開
催
予
定
の
出
会
い
イ
ベ
ン

ト
第
2
弾
「
出
会
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
本
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

を
優
先
的
に
受
け
入
れ
ま
す
。
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先
　

市
民
環
境
部
　
市
民
活
動
支
援
課
 

市
民
活
動
支
援
担
当
　
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

住
宅
用
地
利
用
状
況
に
つ
い
て
申
告
を

住
宅
用
地
に
は
、
税
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
課
税
標
準
の
特
例
措
置
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

次
に
該
当
す
る
土
地
所
有
者
は
、
1

月
1
日
現
在
の
土
地
の
利
用
状
況
な
ど

を
申
告
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、「
住
宅
用
地
申
告
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
前
年
に
引
き
続
き
利
用
状

況
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
申
告
不
要

で
す
。
 

な
お
、
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封

さ
れ
て
い
る
課
税
明
細
書
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。
 

※
住
宅
用
地
と
は
 

人
が
居
住
に
使
用
し
て
い
る
家
屋

の
敷
地
の
こ
と
で
、
住
宅
を
維
持
す

る
た
め
ま
た
は
そ
の
効
用
を
果
た
す

た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
を
さ

し
ま
す
。
 

よ
っ
て
、
賦
課
期
日（
1
月
1
日
）

に
お
い
て
住
宅
の
新
築
が
予
定
さ
れ

て
い
る
土
地
や
建
設
中
の
土
地
は
、

原
則
と
し
て
住
宅
用
地
と
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
。
 

 
■
対
象
と
な
る
土
地

①
住
宅
用
地
の
変
更
が
あ
っ
た
土
地
 

・
住
宅（
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
、
共

同
住
宅
等
）を
新
築
・
増
築
し
、
そ

の
敷
地
が
新
た
に
住
宅
用
地
に
な
っ

た
場
合（
家
屋
評
価
に
伺
っ
た
際
に

申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）
 

・
住
宅
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
 

し
、
そ
の
敷
地
が
住
宅
用
地
で
は
な

く
な
っ
た
場
合
 

・
事
務
所
・
店
舗
な
ど
を
住
宅
に
改
築

ま
た
は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が

新
た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合
 

・
住
宅
を
事
務
所
・
店
舗
な
ど
に
改
築

ま
た
は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が

住
宅
用
地
で
は
な
く
な
っ
た
場
合
 

②
住
宅
建
て
替
え
中
の
土
地
 

　
旧
住
宅
を
取
り
壊
し
、
そ
の
翌
年

の
1
月
1
日
現
在
、
旧
住
宅
に
代
わ

る
新
住
宅
を
建
て
替
え
中
の
土
地
 

③
災
害
に
あ
っ
た
住
宅
用
地
 

　
災
害
で
住
宅
が
滅
失
ま
た
は
損
壊

し
た
土
地
は
、
住
宅
が
再
建
さ
れ
て

い
な
く
て
も
、
一
定
の
要
件
に
該
当

す
れ
ば
2
年
間
は
住
宅
用
地
と
み
な

さ
れ
ま
す
。
 

■
申
告
方
法

税
務
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
る
申

告
書
に
記
入
し
、
税
務
課
ま
た
は
各

支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

■
受
付
締
切
　
2
月
26
日（
金
）
 

 
■
問
合
せ
先

総
務
部
　
税
務
課
　
資
産
税
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1

当番日 会社名・電話番号 
（有）浅川住宅設備 
055（262）8924 
（有）中村設備 
055（262）5349 

（有）佐野工業所 
055（262）2523

（有）ツチヤ設備 
055（261）6106 

（株）佐野緑化土木 
0553（47）2453 
協和住建（株） 
055（262）2393

（有）石倉興業 
055（265）3764 
（有）椚設備 
055（265）3707 
（有）桃李 
0553（47）5158

1月1日（金） 
 

　 2日（土） 
 

 　3日（日） 

年
始
水
道
当
番
表

水道管の冬の寒さ対策はお早めに
冷え込みが厳しい時は、「ヒーター線の使用」、「不凍栓による水抜き」などが水道管の破損や凍

結防止に効果的です。なお、年始の水道管破損などの修理は、水道工事指定店にご連絡ください。 

■問合せ先
公営企業部 
水道課　工務担当　 
☎055（261）3346

ポプリとクラブの活動を紹介するチラシを 
手渡すメンバー 

気軽にご相談ください 
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スコレーパリオ 
 
御坂福祉センター   

一宮福祉センター   
   
八代福祉センター   

坊ケ峯ふれあいセンター   
   
春日居福祉会館   
芦川ふれあいプラザ 

1月27日（水） 
2月24日（水） 
3月24日（水） 
2月18日（木） 
1月20日（水） 
3月17日（水） 
2月10日（水） 
1月14日（木） 
3月11日（木） 
2月  2日（火） 
2月  4日（木） 

民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・顧問弁護士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員 
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員 
民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員 
民生委員・人権擁護委員 

午後1時30分 
～3時30分 

場　　　所 日　　　時 相　　　談　　　員

■問合せ先　市経営政策部　経営企画課　経営政策担当　☎055（262）4111 
　　　　　　県企画部　　　統計調査課　生活教育担当　☎055（223）1345

「つっちー」 

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

  笛
吹
市
危
険
物
安
全
協
会
と
山
梨
県

石
油
商
業
協
同
組
合
笛
吹
支
部
で
は
、

献
血
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
　
 

■
日
時

1
月
8
日（
金
）
 

午
前
9
時
〜
12
時
 

午
後
1
時
〜
3
時
30
分
 

■
場
所
　
市
消
防
本
部
 

 
■
問
合
せ
先

市
消
防
本
部
　
予
防
課
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）0
1
1
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1
月
１０
日
は
1
1
0
番
の
日

  警
察
で
は
、
各
種
事
件
・
事
故
な
ど

の
緊
急
事
案
の
早
期
解
決
の
た
め
、
 

「
”1

“
い
ち
早
く
”1

“
い
そ
が
ず
慌

て
ず
に
　
”0

“
れ
い
静
に
」
を
合
い
言

葉
に
、
皆
さ
ん
に
広
く
1
1
0
番
通
報

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
 

1
1
0
番
通
報
は
、
携
帯
電
話
、
一

般
加
入
電
話
な
ど
か
ら
「
1
1
0
」
と

ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
県
内
ど
こ
か
ら
で

も
警
察
本
部
の
通
信
指
令
室
に
つ
な
が

り
ま
す
。
 

通
信
指
令
室
で
は
、
担
当
の
警
察
官

が
「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、「
何
が
」、「
犯

人
は
」
、「
負
傷
者
は
」
、「
あ
な
た
の

住
所
、
氏
名
」
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す

の
で
、
落
ち
着
い
て
お
話
し
く
だ
さ
 

い
。
 

な
お
、
い
ま
だ
に
多
く
の
イ
タ
ズ
ラ

や
間
違
い
電
話
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

イ
タ
ズ
ラ
電
話
は
、
緊
急
の
事
件
・
事

故
な
ど
の
通
報
に
大
き
な
支
障
を
き
た

し
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
相
談
事
な
ど
は
、
笛
吹
警
察
 

署
、
最
寄
り
の
駐
在
所
ま
た
は
警
察
本

部
総
合
相
談
室
「
♯
9
1
1
0
」
に
お

か
け
く
だ
さ
い
。
 

 
■
問
合
せ
先

・
笛
吹
警
察
署
　
地
域
課
 

　
☎
0
5
5（
2
6
2
）0
1
1
0
 

・
県
警
察
本
部
　
地
域
課
 

　
☎
0
5
5（
2
3
5
）2
1
2
1

中
小
企
業
診
断
士
に
よ
る

無
料
な
ん
で
も
相
談

自
宅
や
会
社
か
ら
登
記
事

項
証
明
書
請
求
で
き
ま
す

   自
宅
や
会
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
法
務

省
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
登
記
事
項
証
明
書
を
請
求
す
る
 

と
、
指
定
さ
れ
た
送
付
先
に
郵
送
さ
 

れ
、
手
数
料
が
1
通
1
0
0
0
円
の
と

こ
ろ
7
0
0
円（
郵
送
料
含
む
）で
取
得

で
き
ま
す
。
 

な
お
、
手
数
料
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま
た
は
ペ
イ
ジ
ー
対
応

の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
 

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
必
要
な
パ
ソ
コ

ン
の
環
境
設
定
は
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
近
く
の
法
務
局
で
無

料
配
布
し
て
い
る
環
境
設
定
Ｃ
Ｄ
に
よ

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

○
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

h
ttp
://w

w
w
.m
oj.g
o.jp
/ 

■
利
用
時
間

平
日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
8
時
 

 
■
問
合
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
　
登
記
部
門
 

☎
0
5
5（
2
5
2
）7
1
8
6

　できる限り事前に 
ご予約ください。 
　予約数に空きがあ 
れば当日でも受け付 
けます。 

総合相談をご利用ください 
　毎日の暮らしの中での問題についてご相談ください。相談は無料で、相談者の秘密は固く守られます。 

【相談内容・相談対応者】            
○専門家への相談‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥弁護士・司法書士  
○相談員への相談　心配ごと（福祉関係）相談‥‥‥民生委員・児童委員         
　　　　　　　　　人権相談‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥人権擁護委員         
　　　　　　　　　行政相談（行政機関について）‥行政相談委員         
　　　　　　　　　消費生活相談‥‥‥‥‥‥‥‥‥消費生活相談員         
※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。 

【開設日程】

■申込・問合せ先            
笛吹市社会福祉協議会 同　石和地域事務所 同　御坂地域事務所 同　一宮地域事務所 
☎055（265）5182 ☎055（262）1267 ☎055（263）0848 ☎0553（47）2288 
同　八代地域事務所 同　境川地域事務所 同　春日居地域事務所 同　芦川地域事務所 
☎055（265）2240 ☎055（266）5911 ☎0553（26）3667 ☎055（298）2170

   市
で
は
、
商
工

会
と
共
催
で
中
小

企
業
診
断
士
に
よ

る
無
料
な
ん
で
も

相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
経
営
に
関

す
る
悩
み
や
困
り

ご
と
、
ま
た
は
創

業
や
資
金
繰
り
に

関
す
る
こ
と
な
ど
に
、
経
営
の
専
門
家

で
あ
る
中
小
企
業
診
断
士
が
相
談
に
乗

り
ま
す
。
 

相
談
は
無
料
・
秘
密
厳
守
で
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
中
小
企
業
診
断
士
と
は
・
・
・
 

中
小
企
業
支
援
法
に
基
づ
く
、
経
済

産
業
大
臣
登
録
の
国
家
資
格
で
、
中

小
企
業
の
経
営
課
題
に
対
応
す
る
た

め
の
診
断
助
言
を
行
う
専
門
家
 

 
■
対
象
　
　
　

市
内
の
中
小
企
業
の
事
業
主
 

■
日
時

1
月
23
日（
土
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
 

■
場
所

市
役
所
本
庁
　
3
階
大
会
議
室
 

■
内
容

　
中
小
企
業
診
断
士
が
一
対
一
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
 

　
一
人
あ
た
り
の
相
談
時
間
は
、
45

分
程
度
で
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
相

談
内
容
を
ま
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
 

い
。
 

○
相
談
例
 

・
売
り
上
げ
を
伸
ば
す
た
め
、
新
し
い

販
売
方
法
を
取
り
入
れ
た
い
。
 

・
事
業
の
多
角
化
や
業
種
転
換
を
検
討

し
て
い
る
。
 

・
開
業
資
金
の
調
達
や
事
業
計
画
を
作

成
し
た
い
な
ど
 

■
持
ち
物

　
財
務
診
断
を
ご
希
望
の
方
は
、
決

算
書（
確
定
申
告
書
）2
年
分
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
相
談
に
必
要
と
思
わ
れ
る

資
料
が
あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
 

 
■
申
込
方
法
　

　
申
込
書
に
記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
 

い
。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
 

 
■
申
込
締
切

1
月
21
日（
木
）
 

 
■
申
込
・
問
合
せ
先

〒
4
0
6
―
8
5
1
0
 

笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7
　
 

笛
吹
市
役
所
　
産
業
観
光
部
 

観
光
商
工
課
　
商
工
労
働
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
2
）4
1
1
1
 

Fax
0
5
5（
2
6
2
）8
5
0
7

国
有
地
一
般
競
争
入
札

平成22年2月1日を基準日として、全国一斉に「農林業の国勢調査」といわれる 
「2010年世界農林業センサス」が実施されます。 
この調査は、我が国の農林業の生産構造や就業構造、農山村地域の実態を明ら
かにすることを目的に、5年ごとに実施される大変重要な調査です。 
1月中旬から、調査員が農林業を営んでいる方々を訪問し、調査票に農林業の
経営状況などの記入をお願いしますので、ご協力をお願いします。 

「2010年世界農林業センサス」にご協力ください

  甲
府
地
方
法
務
局
が
国
有
財
産
と
し

て
管
理
し
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
、
一

般
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
す
。
 

○
物
件
名
 

旧
甲
府
地
方
法
務
局
石
和（
八
田
）出

張
所
跡
地
 

○
所
在
地
 

石
和
町
八
田
字
大
郭
1
2
3
番
地
1
 

宅
地
　
6
5
5
・
8
4
 

■
受
付
締
切

1
月
15
日（
金
）午
後
5
時
 

 
■
問
合
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
会
計
課
 

☎
0
5
5（
2
5
2
）7
1
4
5

m2
 



Kokuho Fuefuki

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

催
　
し

募
　
集

講 

座・
教 

室

健 

康・
福 

祉

子
育
て

生 

活・
環 

境

相
　
談

お
知
ら
せ

芦
川
中
学
校
閉
校
式

  芦
川
中
学
校
閉
校
式
を
開
催
し
ま
 

す
。
 

■
日
時

3
月
14
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
12
時
 

 
■
場
所

芦
川
小
中
学
校
体
育
館
 

 
■
内
容

○
第
1
部
　
式
典
 

○
第
2
部
　
芦
川
中
生
徒
発
表
 

 
■
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
　
教
育
総
務
課
 

総
務
担
当
 

☎
0
5
5（
2
6
1
）3
3
3
6

日
本
中
央
競
馬
会
ウ
イ
ン
ズ
石
和
様
 

（
石
和
町
窪
中
島
） 

【
消
防
用
ホ
ー
ス
】
 

 コ
ル
モ
ラ
ン
石
和
店
様
 

（
石
和
町
窪
中
島
） 

【
ま
ち
づ
く
り
寄
付
金
と
し
て
】
 

件　　　　名

一宮町配水管布設工事第1工区（一ノ宮） 

一宮町配水管布設工事第3工区（国分） 

下水道管渠布設工事第16工区（御坂） 

市道石和442号線道路改良工事 

下水道管渠布設工事第10工区（八代） 

石和温泉駅周辺道路設計業務委託 

かすがい東保育所太陽光発電設備工事 

県農務部関連仮設配水管布設工事（芦川） 

林道維持管理業務その2 

市道八代915・54号線舗装工事 

中芦川舗装工事 

舗装本復旧工事第4工区（八代） 

下水道管渠布設工事第13工区（一宮） 

市道一宮3-200・201号線側溝改修工事 

市道八代627号線改良工事 

舗装本復旧工事第5工区（八代） 

芦川農産物直売所建設工事 

市道石和380号線道路改良工事 

市道御坂419・420号線改良工事 

市道御坂528号線改良工事 

河内地内水路改修工事 

市道石和83号線道路改良工事 

小中学校情報機器購入 

笛吹市一宮・春日居・境川地区固定資産台帳作成業務委託 

市道春日居59号線改良工事 

市道一宮3-238号線側溝改修工事 

春日居地内水路整備工事 

市道一宮1-5号線側溝改修工事 

市道一宮1-2号線側溝改修工事 

境川浄・配水場電気設備工事 

一宮･御坂仮設送水管接続工事 

一宮･御坂仮設配水管接続工事 

市道御坂332号線側溝改修工事 

場　　所

一宮町一ノ宮 

一宮町国分 

御坂町蕎麦塚 

石和町東油川 

八代町竹居 

石和町松本 

春日居町加茂 

芦川町鶯宿 

御坂町・境川町・芦川町 

八代町奈良原 

芦川町中芦川 

八代町高家 

一宮町下矢作 

一宮町金沢 

八代町永井 

八代町岡 

芦川町上芦川 

石和町今井・東高橋 

御坂町尾山 

御坂町大野寺 

石和町河内 

石和町八田 

市内6校 

一宮町・春日居町・境川町 

春日居町小松 

一宮町中尾 

春日居町下岩下、国府、小松 

一宮町神沢 

一宮町千米寺 

境川町小黒坂 

一宮町市之蔵･御坂町上黒駒 

一宮町竹原田・御坂町金川原 

御坂町上黒駒 

予定価格（円）

5,900,000  

7,400,000  

20,000,000  

30,000,000  

31,000,000  

4,300,000  

11,000,000  

1,800,000  

1,900,000  

1,810,000  

2,000,000  

9,000,000  

2,800,000  

7,400,000  

8,800,000  

15,300,000  

37,000,000  

11,300,000  

18,500,000  

24,000,000  

51,000,000  

53,000,000  

1,300,000  

5,000,000  

2,310,000  

2,440,000  

3,300,000  

6,450,000  

7,350,000  

82,000,000  

8,000,000  

11,600,000  

12,600,000 

決定額（円）

5,450,000  

6,800,000  

19,200,000  

28,580,000  

29,400,000  

3,400,000  

10,400,000  

1,680,000  

1,523,000  

1,760,000  

1,930,000  

8,700,000  

2,660,000  

7,030,000  

8,360,000  

14,200,000  

28,600,000  

10,730,000  

17,600,000  

22,850,000  

48,450,000  

50,000,000  

1,000,000  

2,450,000  

2,240,000  

2,350,000  

3,200,000  

6,120,000  

7,060,000  

77,600,000  

7,200,000  

10,650,000  

11,950,000 

決　定　業　者

（有）宮下設備 

石原設備 

（株）上野建工 

（株）芦沢組土木 

風間興業（株） 

（株）ブレーンズ 

（株）滝沢電気 

（有）石倉興業 

霜村工務店 

（株）ＭＵＫＡＩ 

（株）日昇建設 

（株）日昇建設 

（有）桃李 

（株）総合建設斉藤組 

（株）小越建設 

（株）ＮＩＰＰＯ　山梨統括事業所 

（有）住まいの高野 

（株）筒井建設 

（株）上野建工 

（株）飯塚工業 

（株）栗田工業 

友愛工業（株） 

（株）邦文堂 

（株）日水コン山梨事務所 

（有）荻野土建 

武藤工業（株） 

（株）総合建設斉藤組 

（有）桃李 

（株）佐野緑化土木 

（株）小山電気 

協和住建（株） 

（有）佐野工業所 

（株）日工建設 

入　札　日

平成21年9月17日 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

平成21年10月1日 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

平成21年10月1日※ 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

平成21年10月8日※ 

　　　〃 

平成21年10月15日 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

　　　〃 

平成21年10月15日※ 

　　　〃 

　　　〃 

入札結果のお知らせ （金額は税抜き価格です） 

※総合評価落札方式 

住民基本台帳の一部の写し閲覧状況
　住民基本台帳法の規定に基づいて、住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況を公表します。 

■問合せ先　市民環境部　戸籍住民課　住民記録担当　☎055（262）4111

  （社
）新
情
報
セ
ン
タ
ー
 

事
務
局
長
　
平
谷
伸
次
 

  （社
）中
央
調
査
社
 

会
長
　
中
田
正
博
 

 （株
）ビ
デ
オ
リ
サ
ー
チ
 

代
表
取
締
役
社
長
 
木
村
武
彦
 

 （社
）新
情
報
セ
ン
タ
ー
 

事
務
局
長
　
平
谷
伸
次
 

 （株
）日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
 

代
表
取
締
役
社
長
　
鈴
木
稲
博
 

 （社
）中
央
調
査
社
 

会
長
　
中
田
正
博
 

 （株
）日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
 

代
表
取
締
役
社
長
 
鈴
木
稲
博
 

  （財
）山
梨
総
合
研
究
所
 

 （社
）新
情
報
セ
ン
タ
ー
 

事
務
局
長
　
平
谷
伸
次
 

 （株
）日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
 

代
表
取
締
役
社
長
　
鈴
木
稲
博
 

 （社
）新
情
報
セ
ン
タ
ー
 

事
務
局
長
　
平
谷
伸
次
 

    （社
）中
央
調
査
社
 

会
長
　
中
田
正
博
 

自
衛
隊
・
防
衛
問
題
に
関
す
る
世
論
調
査（
附

帯
・
時
事
問
題
）
 

  社
会
意
識
に
関
す
る
世
論
調
査
 

 学
術
調
査
「
仕
事
と
生
活
」
調
査
の
対
象
者

抽
出
の
た
め
 

 日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
が
実
施
す
る

2
0
0
9
年
「
全
国
た
ば
こ
喫
煙
者
率
調
査
」

の
対
象
者
抽
出
の
た
め
 

高
齢
者
の
地
域
社
会
へ
の
参
加
に
関
す
る
調

査
 

 「
子
ど
も
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
関
す

る
全
国
調
査
」
の
対
象
者
抽
出
  

 「
2
0
0
9
年
新
聞
読
者
基
本
調
査
」
実
施

の
た
め
の
対
象
者
抽
出
  

  生
活
意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
 

  環
境
と
森
作
り
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
 

 「
読
書
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の

対
象
者
抽
出
 

 「
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
調
査
」
の
対
象

者
抽
出
の
た
め
 

  が
ん
対
策
に
関
す
る
世
論
調
査
 

 「
2
0
0
9
年
11
月
全
国
接
触
者
率
調
査（
テ

レ
ビ
の
見
ら
れ
方
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
）」

実
施
の
た
め
の
対
象
者
抽
出
 

「
文
化
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
実
施
の
た

め
の
対
象
者
抽
出
  

 「
基
本
的
法
制
度
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の

実
施
の
た
め
の
対
象
者
抽
出
 

  内
閣
府
大
臣
官
房
政
府
広
報
室
長
　
 

阪
本
和
道
 

  慶
應
義
塾
大
学
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
設
計
・
解

析
セ
ン
タ
ー
長
　
樋
口
美
雄
 

 日
本
た
ば
こ
産
業
株
式
会
社
　
た
ば
こ
事

業
本
部
情
報
担
当
部
長
　
仲
井
賢
治
 

 内
閣
府
政
策
統
括
官（
共
生
社
会
政
策
担
当
）

付
参
事
官（
少
子
・
高
齢
化
対
策
第
2
担
当
） 

  （財
）笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
 

 朝
日
新
聞
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
長

脇
坂
嘉
明
 

 日
本
銀
行
　
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
長
　
 

井
戸
清
人
 

  山
梨
県
知
事
　
横
内
正
明
 

  （社
）家
の
光
　
会
長
　
江
原
正
視
 

 Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
　
世
論
調
査
部

長
　
塩
田
幸
司
 

 内
閣
府
大
臣
官
房
政
府
広
報
室
長
　
 

齋
藤
敦
 

 Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
　
世
論
調
査
部

長
　
塩
田
幸
司
 

   内
閣
府
大
臣
官
房
政
府
広
報
室
長
　
 

齋
藤
敦
 

閲
覧
年
月
日

申
請
者
（
代
表
者
ま
た
は
管
理
者
）

利
用
目
的
の
概
要

閲
覧
に
係
る
住
民
の
範
囲

委
　
　
託
　
　
者

平成20年平成21年

春
日
居
町
熊
野
堂
2
3
5
〜（
13
件
）　
20
歳
以

上
の
者
で
男
女
を
問
わ
な
い（
平
成
21
年
1
月

1
日
現
在
）
 

一
宮
町
塩
田
1
0
1
〜（
30
件
）　
20
歳
以
上
の

者
で
男
女
を
問
わ
な
い（
平
成
21
年
1
月
1
日

現
在
）
 

                   市
内
全
域
　
20
歳
以
上
 

  八
代
町
岡（
20
件
）　
満
16
〜
79
歳
の
男
女
個
人
 

     御
坂
町
下
黒
駒
23
〜
　
20
歳
以
上
の
男
女
個
人
  

        春
日
居
町
熊
野
堂
、
小
松
の
一
部
　
20
歳
以
上
 

（
平
成
元
年
1
月
末
日
ま
で
生
ま
れ
）の
男
女
 

境
川
町
石
橋
　
大
正
8
年
5
月
1
日
〜
平
成
元
 

年
4
月
30
日
生
ま
れ
の
男
女
 

 八
代
町
北
1
1
0
4
〜（
14
件
）　
60
歳
以
上
の
 

男
女
個
人
（
平
成
21
年
2
月
1
日
現
在
）
 

 一
宮
町
東
原
、
一
宮
町
末
木
、
一
宮
町
国
分
、
 

一
宮
町
上
矢
作
　
4
〜
19
歳
の
男
女
 

 

 春
日
居
町
小
松
、
国
府
の
一
部
　
満
15
歳
以
上
 

（
平
成
6
年
6
月
末
ま
で
生
ま
れ
）の
男
女
 

 八
代
町
南
　
平
成
元
年（
1
9
8
9
年
）7
月
31 
 

日
以
前
の
生
年
月
日
の
男
女
 

 八
代
町
岡
　
16
歳
以
上
の
男
女（
平
成
5
年
12 
 

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
） 

 一
宮
町
田
中
の
一
部
　
平
成
14
年
12
月
ま
で
生
 

ま
れ
の
男
女
 

 一
宮
町
坪
井
、
竹
原
田
の
一
部
　
平
成
元
年
10 
 

月
末
ま
で
生
ま
れ
の
男
女
 

 御
坂
町
夏
目
原
、
井
之
上
の
一
部
　
平
成
元
年
 

10
月
末
生
ま
れ（
満
20
歳
以
上
）の
男
女
 

       1
月
20
日
 

  1
月
22
日
 

  2
月
18
日
 

  5
月
19
日
 

  6
月
2
日
 

  6
月
9
日
 

  6
月
18
日
 

  7
月
9
日
 

  7
月
16
日
 

  8
月
18
日
 

  10
月
7
日
 

  10
月
21
日
 

  11
月
11
日
 

12
月
18
日
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境川町にアトリエを構えている日本画家の宮本和郎
先生を招き、６月から６カ月間12回にわたり市民講座「初
めての水墨画～水墨画を描いてみよう」を境川総合会
館で実施しました。 
受講生たちは、筆使いの基本、墨の含ませ方などの
技法はもちろん、画材に対する見方や感じ方、その画
材をすべて描いて良いか、また何を描くべきかの判断など詳しく丁寧に教わりました。中には、最初
は難しくてとても描けないと話していた方もいましたが、回を重ねるごとに上手になり、どの受講生
も見事な作品を完成させ、先生に「皆さんの宝ですよ」と褒めていただきました。 
今後もこの講座を引き続き行いたいという受講生の希望もあり、自主グループも立ち上がることに
なりました。このように市民講座がきっかけとなり、自主グループ活動に発展していくことは、たい
へん意義のあることであり、これからも市民講座をより充実していくよう努めたいと考えています。 

■問合せ先　教育委員会　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎055（261）3339

（笛吹市は平成18年度から5年間で ごみの減量53％をめざしています） 

分ければ資源 混ぜればごみ
ごみの分別に迷ったときは資料「笛吹市ごみの分け方」を参照してください。 
市ホームページで市の環境施設･ごみ処理状況を確認できます。 

D・A・T・A

■問合せ先
市民環境部　ごみ減量課 
055（261）2044 

または各支所 地域課 
（芦川支所は地域住民課） 

    1
月
2
日（
土
）・
3
日（
日
）は

特
別
開
館
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。
 

※
1
月
1
日（
金
）・
4
日（
月
）〜

7
日（
木
）は
休
館
し
ま
す
。
 

  一
宮
町
在
住
の
画
家
山
中
憲
彦

さ
ん
の
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
 

四
季
折
々
の
風
景
や
、
人
物
な
 

ど
、
日
本
画
の
作
品
な
ど
約
30
点

を
紹
介
し
ま
す
。
 

■
日
程

1
月
18
日（
月
）〜
2
月
11
日（
木
） 

   市
内
の
小
学
生
に
配
布
し
た
「
釈

迦
堂
遺
跡
博
物
館
利
用
券
（
キ
ッ
 

ズ
・
パ
ス
ポ
ー
ト
）
」
を
提
示
す

る
と
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入

館
無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
利

用
券
の
ス
タ
ン
プ
が
た
ま
る
と
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
贈
呈
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

  
　
 釈

迦
堂
遺
跡
博
物
館
で
は
、
釈

迦
堂
を
楽
し
く
ご
利
用
い
た
だ
き

な
が
ら
応
援
し
て
く
だ
さ
る
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
「
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
」
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
釈
迦
堂

を
「
お
気
に
入
り
」
の
場
所
と
し

て
楽
し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

■
会
員
特
典

一
年
度
内
入
館
無
料
（
何
度
で

も
入
館
可
能
）
、
四
季
折
々
の

魅
力
・
展
示
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

送
付
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
講
座
な

ど
イ
ベ
ン
ト
先
行
予
約
 

■
会
員
期
限
　

1
年（
入
会
し
た
年
度
末（
3
月
 

末
）ま
で
）
 

■
年
会
費
　
1
0
0
0
円
　
 

■
入
会
方
法

申
込
用
紙
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
な
ど
を
記
入
し
て
、
会
費

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

  

新
年
特
別
開
館

―
土
偶
の
笑
顔
で
新
年
を
む
か
え

よ
う
―

見
て
！
楽
し
ん
で
！
そ
し
て
、

応
援
！
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

釈
迦
堂
遺
跡
博
物
館
利
用
券
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

山
中
憲
彦
作
品
展

D
・
A
・
T
・
A

■
開
館
時
間 

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）
 

○
通
常
の
休
館
日 

火
曜
日
・
祝
日
の
翌
日
 

（
土
・
日
除
く
）
 

■
入
館
料 

一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円
 

小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円
 

（
笛
吹
市
・
甲
州
市
の
小
学
生
は
、
 

利
用
券
を
提
示
す
る
と
同
伴
者
も
 

入
場
無
料
で
す
）
 

■
申
込
・
問
合
せ
先 

☎
0
5
5
3（
4
7
）3
3
3
3
 

 

市内全域で廃食油、天ぷら油の回収
をしています。回収された天ぷら油は
軽油の代替燃料であるBDF（バイオデ
ィーゼルフューエル）となり、ごみ収
集車などの燃料に利用されています。 
■日時　平日（月～金） 
　　　　午前8時30分～午後5時30分 
■場所　ごみ減量課または各支所 
■対象　 
植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、
ごま、ひまわりなど） 
　廃食油は、ペットボトルなどの透
明な容器へ入れてください。回収後、
容器はお持ち帰りいただきます。ま
た、賞味期限切れの油も回収します。 
※鉱物油、牛・豚脂（ラード）パームな
どの油は回収しません。 
※天かすなどは取り除いてください。（精
製機械にトラブルが発生する可能性
があります） 

○フンは必ず持って帰りましょう。
フンは土をかけるのでなく、必ず持って帰りましょう。 

○散歩のときは綱を必ずつけ、放し飼いをしないようにしましょう。
犬が嫌いな人もいます。おとなしい犬でも放し飼いせずに、必ず引
き綱をつけましょう。 
○無駄吠えをさせないようにしましょう。
しつけをきちんとして、鳴き声で近所に迷惑がかからないようにし
ましょう。 
○すべての飼い犬に登録が必要です。毎年狂犬病予防注射を受けましょう。
飼い犬の登録と毎年の狂犬病予防注射は、法律で義務付けられてい
ます。室内で飼っていても登録・狂犬病予防注射は必要です。 
○繁殖制限をしましょう。
雌犬は年2回発情し、1回の出産で5～10匹を産みます。産まれた子
犬を全て飼うことができますか。不妊去勢手術をすれば望まない子犬
が産まれないだけでなく、病気を防ぐこともできます。また、雄犬の場合も、病気予防だけでなく、性
格が落ち着き、マーキングや無駄吠え、他の犬とのケンカなどの困った行動も少なくなります。 
市では飼い犬･飼い猫不妊去勢手術の補助を実施しています。手術前にごみ減量課または各支所へ申
請してください。補助金は手術費用の2分の1以内の額（犬雄5,000円、犬雌10,000円が上限）です。 
 
 

ごみ減量課または峡東保健
所（☎0553―20―2751）へすぐ
に連絡してください。放れて
いる犬は、市役所で保護され
ることがあります。首輪に鑑
札と狂犬病予防注射済票をつ
けていれば、番号から所有者
がわかりますので、必ずつけ
ましょう。 

笛吹市女性団体連絡協議会主催で自然食料理とごみ減
量についてフォーラムを開催します。野
菜は根も皮も食べられます。環境にやさ
しい料理を試してみませんか。  
また、当日は試食もあります。 
■日時　1月17日（日）午後1時30分～4時 
■場所　いちのみや桃の里ふれあい文化館 
　　　　多目的ホール 
■内容　○ごみを出さない料理　講師　姫野圭子先生 

○シンポジウム53～ごみ減量53%を目指して～ 
【パネラー】 
　藤巻眞史氏（環境省環境カウンセラー） 
　姫野圭子氏（自然食料理研究家） 
　若杉成剛氏（笛吹市廃棄物減量等推進審議会長） 
　市役所ごみ減量課長 
　笛吹市女性団体連絡協議会長 

■問合せ先　笛吹市女性団体連絡協議会 
　　　　　　☎0553（47）1202

犬がいなくなった時には



Kokuho Fuefuki

秋の味覚を求め会場には多くの来場者が 
 

おたき上げでコルクをねぎらう関係者 
 ソフトテニス教室では有名選手が子どもたちを指導 

 11
月
7
日
、
芦
川
町
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

特
設
会
場
に
お
い
て
、
芦
川
地
域
協
議
会
主
催

に
よ
る
「
第
3
回
す
ず
ら
ん
の
里
あ
し
が
わ
収

穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
祭
り
は
、
地
域
活
性
化
施
策
の
一
環
と

し
て
、
昨
年
度
か
ら
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
 

祭
り
で
は
、
芦
川
産
の
新
鮮
な
野
菜
を
使
っ

た
コ
ロ
ッ
ケ
や
地
菜
い
た
め
な
ど
の
加
工
品
、

お
で
ん
な
ど
の
販
売
が
あ
り
、
訪
れ
た
方
々
は
、

芦
川
町
の
秋
の
味
覚
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
 

音楽部門発表会での三味線 

11
月
14
日
・
15
日
、
八
代
総
合
会
館
、
若
彦

路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館
、
若
彦
路
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
笛
吹
市
制
施
行
5
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、「
第
5
回
笛
吹
市
文
化
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
文
化
協
会

の
主
催
で
、
第
9
回
や
ま
な
し
県
民
文
化
祭
地

域
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
兼
ね
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
す
。
 

各
会
場
で
は
、
市
文
化
協
会
会
員
の
力
作
の

展
示
や
、
成
熟
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
、

多
彩
な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

絵
画
、
書
道
、
陶
芸
、
盆
栽
な
ど
が
展
示
さ

れ
た
会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
足
を
止
め
て

作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

11
月
8
日
、
石
和
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
お

い
て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
式
典
は
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
12
面
の
砂
入

り
人
工
芝
改
修
工
事
が
10
月
末
に
完
成
し
た
こ

と
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

式
典
後
は
、
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
や
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

な
ど
も
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
新
し
く
な
っ

た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

第一走者の子どもたちがスタート 
 

11
月
23
日
、
市
一
周
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
 

大
会
に
は
、
オ
ー
プ
ン
参
加
の
一
宮
B
を
含

む
7
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
タ

ス
キ
を
つ
な
い
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

優
勝
は
一
宮
チ
ー
ム
で
、
大
会
4
連
覇
を
達
 

成
。
旧
大
会
か
ら
通
算
し
て
7
連
覇
を
達
成
し

ま
し
た
。
 

大
会
結
果
 

1
位
　
一
宮
町
　（
2
時
間
21
秒
）
 

2
位
　
石
和
町
　（
2
時
間
3
分
32
秒
）
 

3
位
　
御
坂
町
　（
2
時
間
6
分
5
秒
）
 

4
位
　
境
川
町
　（
2
時
間
6
分
57
秒
）
 

5
位
　
春
日
居
町（
2
時
間
8
分
33
秒
）
 

6
位
　
八
代
町
　（
2
時
間
10
分
21
秒
）
 

7
位
　
一
宮
Ｂ
　（
2
時
間
13
分
19
秒
）
 

サッカーで交流を深める子どもたち 
 

11
月
23
日
、
み
さ
か
キ
ッ
ズ
広
場
に
お
い
て
、

第
12
回
御
坂
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

「
キ
ッ
ズ
の
部
」
に
は
、
御
坂
町
内
の
保
育

園
児
で
構
成
さ
れ
た
8
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
 

晴
天
の
下
、
参
加
し
た
園
児
た
ち
は
元
気
に

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、
応
援
に
か
け
つ
け
た
保

護
者
も
、
子
ど
も
た
ち
の
勇
姿
に
大
き
な
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
 

11
月
19
日
、
甲
斐
一
宮
浅
間
神
社
で
ワ
イ
ン

コ
ル
ク
感
謝
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
笛
吹
市
ワ
イ
ン
会
主
催
に
よ
り
、

ワ
イ
ン
を
守
っ
て
く
れ
た
コ
ル
ク
を
ね
ぎ
ら
い
、

大
地
の
恵
み
に
感
謝
し
て
お
た
き
上
げ
を
行
っ

た
も
の
で
す
。
 

市
役
所
や
笛
吹
市
商
工
会
な
ど
で
集
め
ら
れ

た
コ
ル
ク
は
約
8
0
0
0
個
。
中
に
は
、
消
費

者
が
願
い
を
書
い
た
コ
ル
ク
も
あ
り
ま
し
た
。
 

参
列
者
が
、
コ
ル
ク
へ
の
感
謝
・
来
年
の
豊

作
な
ど
の
願
い
を
込
め
て
火
を
入
れ
る
と
、
コ

ル
ク
は
赤
々
と
炎
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
 



～とよたかずひこ氏プロフィール～

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン
 

1
月
7
日（
木
） 

午
前
11
時
か
ら
 

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
 

1
月
14
日（
木
） 
 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊
 

1
月
9
日（
土
）・
16
日（
土
）・
30

日（
土
） 

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分
 

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分
 

 
●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
 

1
月
12
日（
火
）・
26
日（
火
） 

午
前
11
時
〜
11
時
30
分
 

（
こ
の
日
以
外
に
も
要
望
が
あ
れ

ば
本
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
） 

●
楽
蔵（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）
 

1
月
9
日（
土
） 

午
後
2
時
〜
3
時
 

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム（
大
人
の
た
め
の

い
や
し
の
時
間
）
 

1
月
15
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
 

 

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご
 

1
月
13
日（
水
） 

【
あ
ん
よ
】
 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

【
だ
っ
こ
】
 

午
前
11
時
か
ら
　
 

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン
 

1
月
20
日（
水
）午
前
11
時
か
ら
 

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

1
月
16
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
 

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
 

　
〜
お
は
な
し
会
〜
 

1
月
10
日
（
日
）
・
24
日
（
日
）
・

31
日（
日
） 

午
後
2
時
か
ら
 

●
プ
レ
マ
マ
 

　
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜
 

1
月
15
日（
金
）・
22
日（
金
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ
 

1
月
17
日（
日
）午
後
2
時
か
ら
 

平
　
　
　
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
９
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

石
和
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

月
・
火
・
木
・
金
…
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

御
坂
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３ 

平
日（
火
・
木
）…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時 

平
日（
水･

金
）･

土･

日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

　
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０ 

平
日
・
土
・
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

 

八
代
図
書
館

　
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３ 

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
 

1
月
9
日（
土
）午
後
2
時
か
ら
 

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
）
 

日（
水
）・
27
日（
水
） 

午
前
11
時
か
ら
 

平
日
・
土
…
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

境
川
図
書
室

　
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４ 

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も（
乳
幼

児
向
け
） 

1
月
19
日（
火
）・
26
日（
火
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！（
小

学
生
向
け
）
 
 

1
月
9
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会
 

1
月
16
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

●
お
は
な
し
の
へ
や
 
さ
く
ら
ん
ぼ
 
 

1
月
23
日（
土
） 

午
前
10
時
30
分
か
ら
 

平
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
７
時 

土
・
日
・
祝
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

 

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

　
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３ 

■
問
合
せ
先 

　
石
和
図
書
館（
担
当 

雨
宮
） 

　
　
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９ 

D
・
A
・
T
・
A

●
石
和
図
書
館
 

1
日（
金
）〜
4
日（
月
）・
12
日（
火
）・

18
日（
月
）・
21
日（
木
）〜
28
日（
木
）

【
蔵
書
点
検
】
 

●
御
坂
図
書
館
 

1
日（
金
）〜
4
日（
月
）・
6
日（
水
）・

13
日（
水
）・
20
日（
水
）・
27
日（
水
）・

29
日（
金
） 

●
一
宮
図
書
館
 

1
日（
金
）〜
4
日（
月
）・
11
日（
月
）・

18
日（
月
）・
25
日（
月
）・
29
日（
金
） 

●
八
代
図
書
館
 

1
日（
金
）〜
5
日（
火
）・
11
日（
月
）・

18
日（
月
）・
25
日（
月
）・
29
日（
金
） 

●
境
川
図
書
室
 

1
日（
金
）〜
5
日（
火
）・
10
日（
日
）・

11
日（
月
）・
17
日（
日
）・
24
日（
日
）・

31
日（
日
） 

●
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館
 

1
日（
金
）〜
5
日（
火
）・
12
日（
火
）・

18
日（
月
）・
25
日（
月
）・
29
日（
金
） 

図
書
館
休
館
日

1月

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・

公
民
館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
 

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会
 

1
月
9
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分
か
ら
 

●
あ
か
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会
 

1
月
6
日（
水
）・
13
日（
水
）・
20
 

　1月5日（火）から石和・御坂・一宮図書館が、6日（水）から八代・境川・春日居ふるさと図書館が
開館します。
　図書館では、新春のお慶びとともに楽しい企画を用意して皆さんのご来館をお待ちしています。ど
うぞ、ご家族おそろいでお出かけください。

　　絵本作家とよたかずひこ氏がふたたびやってくる！！
絵本「ももんちゃん」や「バルボンさん」でおなじみのとよた
かずひこ氏が再びやってきます。託児もありますので、ぜひ、お
子さんとご一緒にお越しください。

■日時　1月19日 （火）　午前10時から
■場所　石和図書館　2階アートギャラリー

宮城県仙台市出身。フリーのイラストレーターを経て、長女の
誕生をきっかけに絵本作家へ。「どんどこももんちゃん」で第7
回日本絵本賞受賞。ほかに、「でんしゃにのって」、「バルボンさ
んのおしごと」など絵本作品多数あり。

　　ジャンボ書名かるた大会
かるたを取って、その本を読ん
でみよう！！

■日時　1月5日（火）
　　　　午後1時から3時
■場所　石和図書館前庭

　　初釜
職員や中学生ボランティアが、着物姿で皆さんをお迎えし
て抹茶と和菓子のサービスをします。お正月のひとときをお
過ごしください。

■日時　1月5日（火）　午前10時からお菓子がなくなるまで
■場所　石和図書館　入口

　　初釜＆太鼓の生演奏　
抹茶と和菓子のサービスや迫力ある太鼓の生演奏をお楽
しみいただけます。ぜひ、来館ください。

■日時　1月5日（火）�太鼓生演奏　午前10時から
� 初釜　　　　午前11時から
■場所　いちのみや桃の里ふれあい文化館　入口

　　人間すごろく
人間がコマになって、大きなすごろくの上を進みます。

友だちも誘って、みんな一緒に楽しみましょう。

■日時　1月6日（水）午後１時から
■場所　一宮図書館前庭



この印刷物は、古紙配合率１００％の再生紙と大豆油インキを使用しています。 

●発　行　2009年12月1日　山梨県笛吹市役所 
●編　集　経営企画課・広聴広報担当 
●所在地　〒406-8510 笛吹市石和町市部777番地 

TEL 055-262-4111

笛吹市役所  本庁 
☎055（262）4111

御坂支所 ☎055（262）2271　一宮支所　☎0553（47）1111　八代支所 ☎055（265）2111　 
境川支所 ☎055（266）2111　春日居支所 ☎0553（26）3111　芦川支所 ☎055（298）2111 
 

H21.12.1現在 （　）は前月比 

人口●72,341人　（-26） 

男　●35,001人　（-14） 

女　●37,340人　（-12） 

世帯●26,882世帯（+28） 

▼明けましておめでとうございます。今年は、
バンクーバー冬季オリンピックが開幕します。

個人的には、フィギュアスケートが楽しみです。氷上で繰り広
げられる美しい演技。選手たちが練習で積み重ねてきたもの
が、本番の演技で発揮されることを期待しています。素晴らし
い演技やプレーと言えば、昨年、リニューアルオープンした石
和中央テニスコートの記念式典で、有名選手たちが子どもた
ちにその腕前を披露しました。スポーツ選手たちのひたむきな
演技やプレーは、夢や感動を運びます。オリンピックイヤーの
今年、スポーツ選手たちの活躍に期待したいです。（Ｈ） 

編 集 後 記  

http://www.city.fuefuki.yamanashi.jp

　歴史作家・放送大学非常勤講師・元甲
府市立図書館長 
　著書に『田村怡与造伝』（第18回中村
星湖文学賞）、『明治日本の創造と選択』、
『維新の回天と長州藩』、『高杉晋作・上
海行』などがある。 
　平成21年、放送大学公開講座で「田村
怡与造と『坂の上の雲』」を講演する。 

■日　　時 
 
 

■場　　所 

■講　　師 

■入 場 料 

■主　　催  

■問合せ先 

 

1月16日（土） 
受付　午後1時 
講演　午後1時30分～3時30分 

いちのみや桃の里ふれあい文化館 

相澤邦衛（くにもり）氏 

無料 

笛吹市教育委員会 

教育委員会　文化財課 
☎ 055（261）3342

田村怡与造 

　司馬遼太郎の代表的長編小説｢坂の上の雲｣を原作とし

て、平成21年から3年にわたり、スペシャルドラマがテレビ放送

されます｡国民一人一人が少年のような希望を持って国の

近代化に取り組み、存亡をかけて日露戦争を戦った明治を

舞台にした物語です。 

　この｢坂の上の雲｣に、笛吹市一宮町出身の田村怡与造（い

よぞう）が登場します。田村怡与造は、ドイツに学び森鴎外と

出会い、西欧合理主義・情報分析力を身に付け、科学を重

視していち早く日本の近代化を進めました。 

　講演会では、世界の動きを読み、緻密（ちみつ）な情報活

用により日本の進路を決定づけ「今信玄」といわれた天才戦

略家の実像を紹介します。 

D・A・T・A ・ FUEFUKI
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